
 

 

能の転移は近転移と呼ばれ、類似要素が少ない課題への転移は遠転移と呼ばれる。認知機能
の向上を⽬指す練習は、基本的な認知機能（注意、ワーキングメモリ、状況認識など）のパ
フォーマンス向上を指すものであり、これはすなわち遠転移を⽬指すものである。しかしな
がら多くの研究結果から基礎的認知機能のトレーニングによって学習・⽣活場⾯での課題
遂⾏能⼒がほぼ向上しない（遠転移しない）ことが指摘されている（例えば Sala & Gobet, 
2017; Kassai et al., 2019; 坪⾒ら, 2019 など）。「ほぼ」というからには少しは効果があると
いう知⾒もあるのだが、その効果を得るための練習コストを考慮すると、苦⼿な課題をそれ
ぞれ練習する⽅が効率は良いのである。 

したがって、職業リハビリテーションにおいては、仕事の中で遂⾏困難な課題要素がある
場合、その仕事⾃体を反復練習するか、遂⾏困難な課題要素をうまく回避する⽅法を検討す
る⽅が良いと考えられる。近年、認知機能の困難に関して、オフローディングというテクニ
ックが注⽬されている。これは難しいものではない。要するに⾃⾝に認知的負荷がかからな
いように⾃⾝の認知的な情報処理の⼀部を外部化するというものである。例を挙げると、頭
で覚えておくことが難しい場合にメモに書き出しておく（記憶の外部化）ことや、外部から
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素に的を絞って練習し、近転移しやすい技能を増やすことは有効と思われる。同時に、メモ
やチェックリスト、タイマー、リマインダー、スケジューラー、など⾝近にある PC やスマ
ートフォンに標準装備されているようなテクノロジーをうまく利⽤し、認知的負荷をオフ
ローディングするようなテクニックを習慣化する。最近では⽣成 AI を使うことも（職場お
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適用対象者の拡大のための 

各フェイズにおける実施上の工夫 
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第第３３章章  適適用用対対象象者者のの拡拡大大ののたためめのの各各フフェェイイズズににおおけけるる実実施施上上のの工工

夫夫  
  

１１  適適用用対対象象者者のの拡拡大大  

 ヒアリングを行った地域センター等（以下「協力センター」という。）に、作業管理課

題の実施が必要と判断した理由を尋ねました。以下のように、作業管理上の何らかの課題

が不適応の要因であり、作業管理課題の取組状況から自己対処の方法を検討するため実施

に至ったというケースが多く確認されました。 

 

 発達障害の診断を受けたばかりで自身の特性を把握できておらず、作業管理課題を通じた特性の

把握と自己対処の方法について整理する必要があると思われたため。  

 仕事を引き受けすぎてキャパオーバーになり休職に至った経緯があったため、タスクマネジメン

トと体調管理を並行して実践してみることで、今後の自己対処や環境整備の必要性について気づ

きを得る必要性があると考えたため。  

 作業の段取りや優先順位を考えることの苦手さについて分析し、対処方法を検討するためには、

通常の講座受講や個別作業だけでなく、作業管理課題の実施が必要と考えたため。  

 復職支援において、スケジュール管理やマルチタスクの苦手さなどのエピソードが確認されたケ

ースについては作業管理課題を積極的に実施している。  

 １つずつ作業して報告するという通常の作業は問題なくこなせていたため、複数課題になった場

合の状況も把握しておくこととした。  

 

また、ヒアリングを実施した専門家からも、自己対処の方法を検討することが作業管理

支援において重要な取組の一つであると助言をいただきました。対象者を精神障害者や高

次脳機能障害者、就労経験がない者等へも適用するにあたっても、対象者自身が作業管理

における自己対処の方法を検討する姿勢があることは、作業管理支援の実施を検討する際

の前提になるといえます。表１で示すような作業管理における課題があり、効果的な対処

方法が見つかっていない場合や、現在の作業管理能力を把握し、今後の仕事選びの参考に

したい場合などに実施することが想定されます。 

 

表１ 作業管理上の課題の例 

作業の基本的な流れ 課題の例 

指示受け 
・聞きそびれた指示内容を確認せず自己判断で作業を進め、指示と

異なる成果物を提出した。 

作業予定・計画立案 ・時間の見積もりをせず作業を進め、締切りに間に合わなかった。 

作業実施 
・一つのタスクが終わるまで別のタスクに取り組めず、締切りに間

に合わないタスクがあった。 

結果確認 ・複数のタスクになると進捗状況を正確に把握できなくなる。 

報告・相談 ・報告が簡潔にまとめられず、言いたいことが伝わらない。 

 

 作業管理課題は、締切りのある最大７つのタスクを同時に指示され、対象者が自身でス

 

 

 

ケジュール管理やタスクの優先順位づけ、必要に応じて指示者に質問・相談を行いながら

進めます。タスクによっては、完成形が曖昧なものや完成までの工程が不明瞭なものもあ

り、対象者にとっては、心理的・認知的に負荷の高いものとなります。このため、自信や

意欲の喪失などの影響が予測される場合には、以下の「２ フェイズ１ ～動機づけを高

める仕掛け～」に述べるような工夫を検討したうえで、作業管理課題を実施してくださ

い。 

 

２２  フフェェイイズズ１１  ～～動動機機づづけけをを高高めめるる仕仕掛掛けけ～～  

((１１))  作作業業管管理理課課題題実実施施前前のの対対象象者者ののレレデディィネネスス  

 作業管理支援をより広い対象者に効果的に実施するためには、以下のようなフェイズ１

の取組方法を工夫することが有効です。 

フェイズ１の段階では、フェイズ２で行う作業管理課題にまったく対応できないという

状態を避けるため、作業管理課題を遂行するうえでの一定の知識やスキルの獲得状況を確

認する必要があります。その際の対応例について、職業センターや協力センターでの取組

事例を参考に表２のとおり記載しました。  
 

表２ 作業管理課題に必要な知識・スキルの確認 

確認事項 知識付与、スキル習得の機会が必要な場合の対応例 

 MWS の実施手順を習得できている

か 

・作業管理課題で実施する予定の作業種について実

施し、手順の習得を促す。 

※各作業レベル４程度まで実施しておくことを推奨

しています。 

 報告や質問などが自発的に行え

るか 

・職場対人技能トレーニングや SST、アサーションな

どを実施し、職場で求められる基本的なコミュニケ

ーションについて学ぶ機会を設定する。 

 自分が必要と感じた際にメモを

取ることができるか 

・手帳や to-do リストなどの活用方法を確認し、自分

に合ったメモの取り方や活用方法などについて検

討し、練習する機会を設定する。 

・手順書作成技能トレーニングを実施し、自分に合っ

た手順書を作成する練習をする。 

 締切りのあるタスクや数日間に

わたるタスク、急な追加指示など

の負荷に対し、体調や気分が大き

く崩れないか 

・リラクゼーション技能トレーニングやアンガーマ

ネジメントなど、ストレス対処について学べる機会

を設定し、自分に合ったストレス対処の方法を確

認、実践する。 

・日々の体調や気分などを記録し、日中、作業に集中

できる状態を整える。 

 

 上記の取組内容は一例で、このような知識・スキルをすべて獲得できていないと作業管

理課題の実施に移れないというわけでもありません。 

また、作業管理課題の習得状況によっては、既定の作業管理課題どおりの実施ではなく、
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対象者がつまずきそうな点についてあらかじめ補足の説明を加えるなど、以下「(２)オリ

エンテーション資料の導入」等における指示の出し方やタスクの設定の仕方などを参考に

して調整するとよいでしょう。 

 

((２２))  オオリリエエンンテテーーシショョンン資資料料のの導導入入  

就労経験があまりない対象者への実施を想定してオリエンテーション資料を作成してい

ます。 

オリエンテーション資料の各工程（「１．指示」から「５．指示者に報告・相談」）は

作業管理課題においてよく見られる行動を基に設定しています。ここで説明している行動

がすべての職場で求められるものではありません。必要に応じて補足説明を加えるなどし

て使用ください。対象者によっては適宜、加筆や修正を加えることも可能です。 

以下に、WSSP でオリエンテーションを行う際の実施方法について紹介します。WSSP
では個別にオリエンテーションを行う場合と、集団で実施する場合があります。なお、作

業管理課題において具体的に何を意識して取り組むとよいか分からず不安に感じる対象者

もいるため、集団でオリエンテーションを実施した場合も、対象者によっては個別に補足

説明を加えたり、具体的な取組目標などについて相談しておくとよいでしょう。 

 

 

 

 

 

１ 

今後、作業支援の 1 つとして作業管理課題に取り組んでいただきたいと思います。 

本日のオリエンテーションでは作業管理課題とは何かについてお伝えします。 

２ 

 

まず、仕事の流れから確認しましょう。 

仕事の基本的な流れとして、指示者から指示を受ける、作業予定や計画を立てる、

作業を実施する、作業結果を確認する、指示者に報告相談するという段階があります。

途中、異常が生じたり緊急で対応が必要なことがあれば指示者への報告・相談が必要

です。 

このような流れで仕事を進めていくためには、各自が仕事を管理する力が求められ

ます。各自が仕事を管理するためには、仕事の流れの中で、次のスライドに示したよ

うな行動を取る必要があります。 
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以下に、WSSP でオリエンテーションを行う際の実施方法について紹介します。WSSP
では個別にオリエンテーションを行う場合と、集団で実施する場合があります。なお、作

業管理課題において具体的に何を意識して取り組むとよいか分からず不安に感じる対象者

もいるため、集団でオリエンテーションを実施した場合も、対象者によっては個別に補足

説明を加えたり、具体的な取組目標などについて相談しておくとよいでしょう。 

 

 

 

 

 

１ 

今後、作業支援の 1 つとして作業管理課題に取り組んでいただきたいと思います。 

本日のオリエンテーションでは作業管理課題とは何かについてお伝えします。 

２ 

 

まず、仕事の流れから確認しましょう。 

仕事の基本的な流れとして、指示者から指示を受ける、作業予定や計画を立てる、

作業を実施する、作業結果を確認する、指示者に報告相談するという段階があります。

途中、異常が生じたり緊急で対応が必要なことがあれば指示者への報告・相談が必要

です。 

このような流れで仕事を進めていくためには、各自が仕事を管理する力が求められ

ます。各自が仕事を管理するためには、仕事の流れの中で、次のスライドに示したよ

うな行動を取る必要があります。 
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３ 

 

まず、指示の段階です。ここでは、指示を集中して聞くこと、指示を記憶するこ

と、メモを取ること、不明点について自分から質問することなどが含まれます。 

この指示の段階を完了するためには、指示を受けるときに素早くメモを取る準備

をし、指示を正確に記憶すること、不明点やあいまいな理解になっていることにつ

いては自分から相手に質問することが必要です。ここまでが指示を受ける側に求め

られる役割となります。 

では、ここでこれまでの指示の段階について振り返ってみましょう。「指示を集中

して聞く」「指示を記憶する、メモを取る」「不明点について自分から質問する」につ

いて、これまでやっていた・できていたと思う項目にチェックをつけてください。 

 

※チェックがついた項目は、それができた具体的な場面を確認します。 

※チェックがつかない項目は経験がないのか、経験はあるができなかったのかを確認

します。 

⇒経験がない場合はその行動を取る自信はあるか、できそうか等

本人の見立てを確認します。 

⇒経験はあるができなかった場合は、どのような時にできなかった

のか、どこまではできていたのかを確認します。 

※「病前はできていたが現在は分からない、できない」という場合には、経験がない場

合と同様に確認します。 

 

 

 

 

４ 

 

次は、作業予定・計画の段階です。ここでは、自分が抱えているタスクを把握す

る、作業の優先順位をつける、作業を完了するためのスケジュールを立てるなどが

含まれます。 

作業予定・計画を完了するため、自身が抱えているタスクが把握できていない場

合に自分から指示者へ自分が抱えているタスクを確認すること、作業を完了するた

めに各作業時間を予測してスケジュールを立てることが必要になります。 

また、ここには異常が生じた場合の対応や緊急時の対応が含まれます。例えば、

スケジュールを立てたところタスクが終わらないと思ったときが該当します。その

ときはすぐに指示者に報告・相談する必要があります。ここまでが作業予定・計画

で求められる役割となります。 

では、ここでこれまでの作業予定・計画の段階について振り返ってみましょう。 

「自分が抱えているタスクを把握する」「作業の優先順位をつける」「作業を完了す

るためのスケジュールを立てる」について、これまでやっていた・できていた場合

はチェックをつけてください。 
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まず、指示の段階です。ここでは、指示を集中して聞くこと、指示を記憶するこ
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では、ここでこれまでの指示の段階について振り返ってみましょう。「指示を集中

して聞く」「指示を記憶する、メモを取る」「不明点について自分から質問する」につ

いて、これまでやっていた・できていたと思う項目にチェックをつけてください。 

 

※チェックがついた項目は、それができた具体的な場面を確認します。 

※チェックがつかない項目は経験がないのか、経験はあるができなかったのかを確認

します。 

⇒経験がない場合はその行動を取る自信はあるか、できそうか等

本人の見立てを確認します。 

⇒経験はあるができなかった場合は、どのような時にできなかった

のか、どこまではできていたのかを確認します。 

※「病前はできていたが現在は分からない、できない」という場合には、経験がない場

合と同様に確認します。 

 

 

 

 

４ 

 

次は、作業予定・計画の段階です。ここでは、自分が抱えているタスクを把握す

る、作業の優先順位をつける、作業を完了するためのスケジュールを立てるなどが

含まれます。 

作業予定・計画を完了するため、自身が抱えているタスクが把握できていない場

合に自分から指示者へ自分が抱えているタスクを確認すること、作業を完了するた

めに各作業時間を予測してスケジュールを立てることが必要になります。 

また、ここには異常が生じた場合の対応や緊急時の対応が含まれます。例えば、

スケジュールを立てたところタスクが終わらないと思ったときが該当します。その

ときはすぐに指示者に報告・相談する必要があります。ここまでが作業予定・計画

で求められる役割となります。 

では、ここでこれまでの作業予定・計画の段階について振り返ってみましょう。 

「自分が抱えているタスクを把握する」「作業の優先順位をつける」「作業を完了す

るためのスケジュールを立てる」について、これまでやっていた・できていた場合

はチェックをつけてください。 

2323



 

 

 

 

５ 

 

次は、作業実施の段階です。ここでは、作業環境を整理された状態に保つ、作業の

優先順位を意識して行動する、作業の締切りが近づいても、落ち着いて作業を進め

るなどが含まれます。 

作業を完了するためには、作業を締切りまでに完了すること、作業をミスなく行

うこと、追加指示や作業に対応することが必要になります。 

また、ここには異常が生じた場合の対応や緊急時の対応が含まれます。例えば、

ミスがあった時や、やむを得ず追加指示に対応できそうにないと思ったときが該当

します。そのときはすぐに指示者に報告・相談する必要があります。ここまでが、作

業実施で求められる役割となります。 

では、ここでこれまでの作業実施の段階について振り返ってみましょう。「作業環

境を整理された状態に保つ」「作業の優先順位を意識して行動する」「作業の締切り

が近づいても、落ち着いて作業を進める」について、これまでやっていた・できてい

た場合はチェックをつけてください。 

 

 

 

 

６ 

 

次は、結果確認の段階です。 

結果確認には、作業終了後にミスがないか確認し、ミスがあったら修正する、作

業スケジュールと作業の進捗をすり合わせるなどが含まれます。 

結果確認を完了するためには、指示者に提出する前にミスがないか確認をするこ

と、作業スケジュールと作業の進捗が合っているか、計画どおりに進んでいるか確

認することが必要になります。 

また、ここには、異常が生じた場合の対応や緊急時の対応が含まれます。例えば、

作業が計画どおりに進んでいない、遅れていることが分かったときが該当します。

そのときは、すぐに指示者に報告・相談する必要があります。 

ここまでが結果確認で求められる役割となります。では、ここでこれまでの結果

確認の段階について振り返ってみましょう。「作業終了後にミスがないか確認し、ミ

スがあったら修正する」「作業スケジュールと作業の進捗をすり合わせる」につい

て、これまでやっていた・できていた場合はチェックをつけてください。 
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次は、作業実施の段階です。ここでは、作業環境を整理された状態に保つ、作業の
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ミスがあった時や、やむを得ず追加指示に対応できそうにないと思ったときが該当

します。そのときはすぐに指示者に報告・相談する必要があります。ここまでが、作

業実施で求められる役割となります。 

では、ここでこれまでの作業実施の段階について振り返ってみましょう。「作業環

境を整理された状態に保つ」「作業の優先順位を意識して行動する」「作業の締切り

が近づいても、落ち着いて作業を進める」について、これまでやっていた・できてい

た場合はチェックをつけてください。 

 

 

 

 

６ 

 

次は、結果確認の段階です。 

結果確認には、作業終了後にミスがないか確認し、ミスがあったら修正する、作

業スケジュールと作業の進捗をすり合わせるなどが含まれます。 

結果確認を完了するためには、指示者に提出する前にミスがないか確認をするこ

と、作業スケジュールと作業の進捗が合っているか、計画どおりに進んでいるか確

認することが必要になります。 

また、ここには、異常が生じた場合の対応や緊急時の対応が含まれます。例えば、

作業が計画どおりに進んでいない、遅れていることが分かったときが該当します。

そのときは、すぐに指示者に報告・相談する必要があります。 

ここまでが結果確認で求められる役割となります。では、ここでこれまでの結果

確認の段階について振り返ってみましょう。「作業終了後にミスがないか確認し、ミ

スがあったら修正する」「作業スケジュールと作業の進捗をすり合わせる」につい

て、これまでやっていた・できていた場合はチェックをつけてください。 
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７ 

次は、指示者に報告・相談の段階です。 

指示者に報告・相談には、報告する内容を整理してから報告する、作業の進捗状況

に応じて指示者に報告するなどが含まれます。 

指示者に報告・相談を完了するためには、完了しているタスク、また完了していな

いタスクが分かるように報告すること、完了していないタスクの今後の見通し（どの

くらいで終わりそうかなど）を報告すること、適切なタイミングで報告することが必

要になります。 

ここまでが、指示者に報告・相談で求められる役割となります。 

では、ここでこれまでの指示者に報告・相談の段階について振り返ってみましょ

う。「報告する内容を整理してから報告する」「作業の進捗状況に応じて指示者に報告

する」について、これまでやっていた・できていた場合はチェックをつけてください。 

 

ここまで仕事の流れに沿って、ご自身について振り返ったことで、ご自身ができて

いることが少し把握できたでしょうか。今回振り返りをしたことで、各段階で必要な

行動が確認できたと思います。 

では、次のスライドから作業管理課題について説明します。 

 

 

 

 

 

 WSSP や協力センターにて作業管理支援を実施したケースで、以下のようなエピソード

がありました。 

 

 指示に対してあいまいな点はあったが質問せず、結果、指示者の求めるものと異なる成果物

を提出したことについて振り返ったところ、対象者は指示者側の説明不足を指摘した。 

 「報告」に関するイメージが対象者と支援者間で異なっており、支援者が想定していた「報告」

がなかった。 

 

８ 

作業管理課題とは、ご自身の仕事を管理する力を把握するために設定した作業課

題です。 

普段行っている作業とは異なり、支援スタッフより締切りのある複数の課題を指

示したり、作業の途中で追加指示をすることがあります。 

作業管理課題を実施する目的は、現在できていること、今後対処が必要なこと、

どのような対処が必要なのかを知ることです。作業管理課題に取り組むことで、次

のようなことが分かるのではないかと思います。 

・ご自身ができていることが分かり、自信を持って作業に取り組む。 

・どのような対処をすると作業が完了するのかが分かる。 

・ご自身に合った対処方法が分かるため、同じミスを繰り返すことを防げる。 

・職場で作業を進める際に、職場に求める配慮事項を整理することができる。 

 

作業管理課題に関する説明は以上です。 

説明を聞いて、作業管理課題に関して質問はありますか？また、作業管理課題に

取り組みたいと思いましたか？ 
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７ 

次は、指示者に報告・相談の段階です。 
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に応じて指示者に報告するなどが含まれます。 
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ここまでが、指示者に報告・相談で求められる役割となります。 
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がなかった。 

 

８ 

作業管理課題とは、ご自身の仕事を管理する力を把握するために設定した作業課

題です。 

普段行っている作業とは異なり、支援スタッフより締切りのある複数の課題を指

示したり、作業の途中で追加指示をすることがあります。 

作業管理課題を実施する目的は、現在できていること、今後対処が必要なこと、

どのような対処が必要なのかを知ることです。作業管理課題に取り組むことで、次

のようなことが分かるのではないかと思います。 

・ご自身ができていることが分かり、自信を持って作業に取り組む。 

・どのような対処をすると作業が完了するのかが分かる。 

・ご自身に合った対処方法が分かるため、同じミスを繰り返すことを防げる。 

・職場で作業を進める際に、職場に求める配慮事項を整理することができる。 

 

作業管理課題に関する説明は以上です。 

説明を聞いて、作業管理課題に関して質問はありますか？また、作業管理課題に

取り組みたいと思いましたか？ 
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作業管理支援を通じて対象者の作業管理に関する知識や認識を確認できる一方、場合に

よっては対象者と支援者の主張が平行線でその後につながる振返りにならない、支援者側

の判断基準を一方的に押しつけていると感じられるなどが生じる可能性もあります。こう

いったことを避けることも目的の一つとし、オリエンテーションでは「作業管理とは何か」

「なぜ作業管理課題を行うか」などについてあらかじめ対象者と共有認識を図ることとし

ています。また、資料は作業管理課題実施後に対象者が作成する「ふりかえりシート」の

内容にもつながっているため、振返り相談が進めやすくなることも期待できます。 

 

繰り返しになりますが、作業管理課題は対象者によっては負荷の高いものとなります。

このため、作業管理課題の実施の目的や目標について、対象者と支援者間で十分にすり合

わせたうえで、実施することが重要です。 

 

 

３３  フフェェイイズズ２２・・３３  ～～ななぜぜででききてていいるるののかかへへのの視視点点のの転転換換～～  

((１１))  行行動動観観察察シシーートトのの改改良良  

 行動観察シートは、支援者が作業管理課題実施中の対象者の行動観察を行った際の記録

として作成します。 

 

 今回開発した「行動観察シート（2025）」では、実践報告書 No.39 の「行動観察シート」

に設定されていた「関連する実行機能」の欄を削除しています。これは、対象者の行動が

実行機能のどれに該当するのか特定するよりも、対象者が作業管理課題を完了するために

どのような行動を取っているのかといった視点からのアセスメントができることを意図し

ています。 

 

行動観察シートでは、対象者の自己対処や今後必要な対処方法を整理、検討しやすくす

るため作業の基本的な流れである「指示受け」から「報告・相談」までの一連の流れを観

察することを想定しています。なお、これまでの支援の中で既に把握できている項目は省

略すること、作業管理課題実施期間中に特に確認したい項目を設定し、観察するポイント

を限定することも可能です。 

  

 

 

 

表３ （実践報告書 No.39）行動観察シート 
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３３  フフェェイイズズ２２・・３３  ～～ななぜぜででききてていいるるののかかへへのの視視点点のの転転換換～～  

((１１))  行行動動観観察察シシーートトのの改改良良  

 行動観察シートは、支援者が作業管理課題実施中の対象者の行動観察を行った際の記録

として作成します。 

 

 今回開発した「行動観察シート（2025）」では、実践報告書 No.39 の「行動観察シート」

に設定されていた「関連する実行機能」の欄を削除しています。これは、対象者の行動が

実行機能のどれに該当するのか特定するよりも、対象者が作業管理課題を完了するために

どのような行動を取っているのかといった視点からのアセスメントができることを意図し

ています。 

 

行動観察シートでは、対象者の自己対処や今後必要な対処方法を整理、検討しやすくす

るため作業の基本的な流れである「指示受け」から「報告・相談」までの一連の流れを観

察することを想定しています。なお、これまでの支援の中で既に把握できている項目は省

略すること、作業管理課題実施期間中に特に確認したい項目を設定し、観察するポイント

を限定することも可能です。 

  

 

 

 

表３ （実践報告書 No.39）行動観察シート 

 
  

作業管理支援【行動観察シート】
作業管理課題

令和　　年　　月　　日（　　）
記録者【　　　　　　　　　　　】

※作業方法、ルールの変更に対応する

■その他■

■MEMO■

■関連する実行機能等の記載方法について

情緒のコントロールを【情緒】と記載。

ワーキングメモリを【WM】と記載。

計画・組織化を【計画】と記載。

道具の整理を【道具】と記載。

コミュニケーションに関する知識・スキルの不足を【コミュ】と記載。

・進行中の作業から報告へ行動を切り替える

・正確に報告を行う

・スケジュールと作業遂行状況を照らし合わせ、計画通りに進んで
いるかを確認する

【ストップウォッチの計測（旧：あり、新：なし）】【レベルを進めるルール（旧：３連続正答、新：ミスの修正）】
【物品請求書作成の消費税率（前半：８％、後半：１０％）】【作業日報集計（前半：少数点第２位を切り上げ、後半：少数点第２位を四捨五入）】

⑤
報
告
・
相
談

④
結
果
確
認

【タスクモニタ】

【タスクモニタ】

【シフト】

【WM】

【計画】

実行機能の働きを阻害する要因
□　強いストレス　（詳細：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□　不安、抑うつ　（詳細：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□　睡眠不足　  　（詳細：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□　実行機能を酷使した直後（詳細：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ）

感覚特性（感覚刺激への反応）
□　視覚  　（詳細：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□　聴覚  　（詳細：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□　その他 （詳細：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

作業管理を妨げる思考

観察メモ

・作業方法、ルールの変更に対応する※

・作業の見直しをする

・進捗状況の確認をする

・指定された期間中または日時に進捗報告
を行う

・報告する情報を体系的に整理する（例：完了/未完了とにタスクを
分類、未完了のタスクは今後の見通しをまとめる）

・報告のタイミングを覚えている

・計画通りに作業を進める
・計画外の行動を抑制する（例：計画を無視して自分のやりたいタス
クを優先する）

・作業終了後、見直しを行い、ミスを発見したら修正する

・苦手な作業を後回しにせず、適切なタイミングで作業を開始する

・動揺や焦りをコントロールする

・スケジュールを組みなおす（作業予定・計画立案★の項を参照）
・急ぎのタスクとして指示される「追加作業」
に対応する

・進行中の作業から追加作業に切り替える

・整理整頓をする

・定例作業があることを覚えている

・各タスクをミスなく完了させる

・ネガティブな結果を予想したり、ネガティブ
な状況に直面しても冷静さを保つ

・新しいルールで対応する（対応困難な場合は、下記①②を検証）

①新しいルールを覚えている

②古いルールに基づく反応を抑制する

★各タスクを指定された納期までに完了さ
せるための計画を立てる

・レポート、社内報原稿：完成形を明確にし
（目標の明確化）、指示者と共有する

・完成形の明確化　※完成形のイメージでもよい。

・独力で完成形の明確化が難しい場合、指示者に相談する

・完成形について共有する

・タスクの全体把握　　※報告もタスクとして認識しているか

・優先順位づけ

・工程の明確化

・時間の見積もり

・スケジューリング

①
指
示
受
け

・指示を聞く態勢をとる

・誤りに対して冷静に事実確認を行う

・自信がない点について確認する

・不明点を質問する

・指示内容についてメモを取る

・指示受けに必要な道具を準備する

・直前の行動や思考から離れて指示を聞くことに注意を向ける

・冷静さを維持し、相手のミスを責めることなく事実の確認を行う

・適切な台詞、声の大きさ、態度で確認する

・適切な台詞、声の大きさ、態度で質問する

・指示を聞きながらメモを取る

・指示を正確に記憶する

・素早くメモ、筆記具等を取り出す

③
作
業
実
施

・定例作業に対応する
・進行中の作業から定例作業に切り替える

・机上など作業環境を整理された状態に保つ

【コミュ】

【セルフモニタ】

関連する
実行機能

【情緒】
【コミュ】

【WM】

・作業中の見直しによるミスの発見と修正

・締め切りに間に合わないかもしれないと考えたり、ミスをしたり、計画通り
に進まなかった場合に生じる動揺、いら立ち、落ち込みなどをコントロール
し、平静を保つ

【WM】

【道具】

作業
工程

作業工程ごとに必要な行動 アセスメントのポイント 評価

②
作
業
予
定
・
計
画
立
案

【道具】

【シフト】

【コミュ】

【計画】

【計画】

【抑制】

【WM】

【シフト】

【情緒】

【タスクモニタ】

【シフト】

【計画】

【情緒】

【抑制】

【開始】

【シフト】

＋：できていた、－：できなかった、±：できたりできなかったりした、レ：場面がなかった
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表４ 行動観察シート（2025） 

 

 

 

 

 

((２２))  ふふりりかかええりりシシーートトのの改改良良  

  ふりかえりシートは、対象者が作業管理課題実施期間終了後に作業管理課題実施中の状

況を思い返しながら作成します。 

今回の改良ではシートを分割し、「対象者が既に習得しているスキルの把握」「作業を完

了するために必要な対処方法の把握」を振り返りしやすくしました。 

なお、ふりかえりシートは、対象者が自身のできていること、今後必要な対処について

検討しやすくなるよう複数シートに分けて作成しますが、自己評価をどのようにつけてよ

いか迷う場合は、無理に自己評価をつける必要はありません。埋められなかった項目は振

返り相談で対象者と支援者が一緒に整理します。以下、各シートについて解説します。 

 

表５ 改良前（実践報告書 No.39）ふりかえりシート

 

令和  年  ⽉  ⽇（  ）
記録者【           】

■その他■

■MEMO■

⾏動観察シート（2025）

（対応できた時、できなかった時にどのような⾏動を取っていたか？）（課題を完了するためにどのような質問があったか？）

・指⽰受けに必要な道具を準備する ①-2：素早くメモ、筆記具等を取り出す

作業
⼯程

作業⼯程ごとに必要な⾏動 アセスメントのポイント 評価 観察メモ

・指⽰内容についてメモを取る
①-3：指⽰を正確に記憶する
①-4：指⽰を聞きながらメモを取る

・不明点を質問する ①-5：不明点を適切な台詞、声の⼤きさ、態度で質問する

・⾃信がない点について確認する ①-6：⾃信がない点について適切な台詞、声の⼤きさ、態度で確認する

・誤りに対して冷静に事実確認を⾏う ①-7：冷静さを維持し、相⼿のミスを責めることなく事実の確認を⾏う

②
作
業
予
定
・
計
画
⽴
案

★各タスクを指定された納期までに完了させ
るための計画を⽴てる

②-1：タスクの全体把握  ※報告もタスクとして認識しているか

・レポート、社内報原稿：完成形を明確にし
（⽬標の明確化）、指⽰者と共有する

①
指
⽰
受
け

・指⽰を聞く態勢をとる ①-1：直前の⾏動や思考から離れて指⽰を聞くことに注意を向ける

②-6：完成形の明確化 ※完成形のイメージでもよい。

②-7：独⼒で完成形の明確化が難しい場合、指⽰者に相談する

②-8：完成形について共有する

②-2：優先順位づけ
②-3：⼯程の明確化
②-4：時間の⾒積もり
②-5：スケジューリング

・ネガティブな結果を予想したり、ネガティ
ブな状況に直⾯しても冷静さを保つ

③-10：締め切りに間に合わないかもしれないと考えたり、ミスをしたり、計画通り
に進まなかった場合に⽣じる動揺、いら⽴ち、落ち込みなどをコントロールし、平静
を保つ

・急ぎのタスクとして指⽰される「追加作
業」に対応する

③-6：動揺や焦りをコントロールする

③-7：スケジュールを組みなおす（作業予定・計画⽴案★の項を参照）

③-8：進⾏中の作業から追加作業に切り替える

③-1：机上など作業環境を整理された状態に保つ

・定例作業に対応する
③-2：定例作業があることを覚えている
③-3：進⾏中の作業から定例作業に切り替える

・各タスクをミスなく完了させる ③-9：作業中の⾒直しによるミスの発⾒と修正

④
結
果
確
認

・作業の⾒直しをする ④-1：作業終了後、⾒直しを⾏い、ミスを発⾒したら修正する

・進捗状況の確認をする
④-2：スケジュールと作業遂⾏状況を照らし合わせ、計画通りに進んでいるか
を確認する

・作業⽅法、ルールの変更に対応する※
③-11：新しいルールで対応する（対応困難な場合は、下記①②を検証）

③-12：①新しいルールを覚えている
③-13：②古いルールに基づく反応を抑制する

・計画通りに作業を進める
③-4：苦⼿な作業を後回しにせず、適切なタイミングで作業を開始する

③-5：計画外の⾏動を抑制する（例：計画を無視して⾃分のやりたいタスクを
優先する）

③
作
業
実
施

・整理整頓をする

⑤-4：正確に報告を⾏う

⑤
報
告
・
相
談

・指定された期間中または⽇時に進捗報告を
⾏う

⑤-1：報告する情報を体系的に整理する（例：完了/未完了とにタスクを分
類、未完了のタスクは今後の⾒通しをまとめる）

⑤-2：報告のタイミングを覚えている
⑤-3：進⾏中の作業から報告へ⾏動を切り替える

作業管理を妨げる思考

作業管理を阻害する要因
（詳細）

（詳細）

聴覚

睡眠不⾜

（詳細）

感覚特性（感覚刺激への反応）
（詳細）

（詳細）

（詳細）

（詳細）

その他

視覚

ストレス

不安、抑うつ

その他

＋：できていた、−：できなかった、±：できたりできなかったりした、レ：場⾯がなかった

※作業⽅法、ルールの変更に対応する【ストップウォッチの計測（旧：あり、新：なし）】【レベルを進めるルール（旧：３連続正答、新：ミスの修正）】
【物品請求書作成の消費税率（前半：８％、後半：１０％）】【作業⽇報集計（前半：⼩数点第２位を切り上げ、後半：⼩数点以下第２位を四捨五⼊）】

令和  年  ⽉  ⽇（  ）
記録者【           】

■その他■

■MEMO■

⾏動観察シート（2025）

（対応できた時、できなかった時にどのような⾏動を取っていたか？）（課題を完了するためにどのような質問があったか？）

・指⽰受けに必要な道具を準備する ①-2：素早くメモ、筆記具等を取り出す

作業
⼯程

作業⼯程ごとに必要な⾏動 アセスメントのポイント 評価 観察メモ

・指⽰内容についてメモを取る
①-3：指⽰を正確に記憶する
①-4：指⽰を聞きながらメモを取る

・不明点を質問する ①-5：不明点を適切な台詞、声の⼤きさ、態度で質問する

・⾃信がない点について確認する ①-6：⾃信がない点について適切な台詞、声の⼤きさ、態度で確認する

・誤りに対して冷静に事実確認を⾏う ①-7：冷静さを維持し、相⼿のミスを責めることなく事実の確認を⾏う

②
作
業
予
定
・
計
画
⽴
案

★各タスクを指定された納期までに完了させ
るための計画を⽴てる

②-1：タスクの全体把握  ※報告もタスクとして認識しているか

・レポート、社内報原稿：完成形を明確にし
（⽬標の明確化）、指⽰者と共有する

①
指
⽰
受
け

・指⽰を聞く態勢をとる ①-1：直前の⾏動や思考から離れて指⽰を聞くことに注意を向ける

②-6：完成形の明確化 ※完成形のイメージでもよい。

②-7：独⼒で完成形の明確化が難しい場合、指⽰者に相談する

②-8：完成形について共有する

②-2：優先順位づけ
②-3：⼯程の明確化
②-4：時間の⾒積もり
②-5：スケジューリング

・ネガティブな結果を予想したり、ネガティ
ブな状況に直⾯しても冷静さを保つ

③-10：締め切りに間に合わないかもしれないと考えたり、ミスをしたり、計画通り
に進まなかった場合に⽣じる動揺、いら⽴ち、落ち込みなどをコントロールし、平静
を保つ

・急ぎのタスクとして指⽰される「追加作
業」に対応する

③-6：動揺や焦りをコントロールする

③-7：スケジュールを組みなおす（作業予定・計画⽴案★の項を参照）

③-8：進⾏中の作業から追加作業に切り替える

③-1：机上など作業環境を整理された状態に保つ

・定例作業に対応する
③-2：定例作業があることを覚えている
③-3：進⾏中の作業から定例作業に切り替える

・各タスクをミスなく完了させる ③-9：作業中の⾒直しによるミスの発⾒と修正

④
結
果
確
認

・作業の⾒直しをする ④-1：作業終了後、⾒直しを⾏い、ミスを発⾒したら修正する

・進捗状況の確認をする
④-2：スケジュールと作業遂⾏状況を照らし合わせ、計画通りに進んでいるか
を確認する

・作業⽅法、ルールの変更に対応する※
③-11：新しいルールで対応する（対応困難な場合は、下記①②を検証）

③-12：①新しいルールを覚えている
③-13：②古いルールに基づく反応を抑制する

・計画通りに作業を進める
③-4：苦⼿な作業を後回しにせず、適切なタイミングで作業を開始する

③-5：計画外の⾏動を抑制する（例：計画を無視して⾃分のやりたいタスクを
優先する）

③
作
業
実
施

・整理整頓をする

⑤-4：正確に報告を⾏う

⑤
報
告
・
相
談

・指定された期間中または⽇時に進捗報告を
⾏う

⑤-1：報告する情報を体系的に整理する（例：完了/未完了とにタスクを分
類、未完了のタスクは今後の⾒通しをまとめる）

⑤-2：報告のタイミングを覚えている
⑤-3：進⾏中の作業から報告へ⾏動を切り替える

作業管理を妨げる思考

作業管理を阻害する要因
（詳細）

（詳細）

聴覚

睡眠不⾜

（詳細）

感覚特性（感覚刺激への反応）
（詳細）

（詳細）

（詳細）

（詳細）

その他

視覚

ストレス

不安、抑うつ

その他

＋：できていた、−：できなかった、±：できたりできなかったりした、レ：場⾯がなかった

※作業⽅法、ルールの変更に対応する【ストップウォッチの計測（旧：あり、新：なし）】【レベルを進めるルール（旧：３連続正答、新：ミスの修正）】
【物品請求書作成の消費税率（前半：８％、後半：１０％）】【作業⽇報集計（前半：⼩数点第２位を切り上げ、後半：⼩数点以下第２位を四捨五⼊）】

令和  年  ⽉  ⽇（  ）
記録者【           】

■その他■

■MEMO■

⾏動観察シート（2025）

（対応できた時、できなかった時にどのような⾏動を取っていたか？）（課題を完了するためにどのような質問があったか？）

・指⽰受けに必要な道具を準備する ①-2：素早くメモ、筆記具等を取り出す

作業
⼯程

作業⼯程ごとに必要な⾏動 アセスメントのポイント 評価 観察メモ

・指⽰内容についてメモを取る
①-3：指⽰を正確に記憶する
①-4：指⽰を聞きながらメモを取る

・不明点を質問する ①-5：不明点を適切な台詞、声の⼤きさ、態度で質問する

・⾃信がない点について確認する ①-6：⾃信がない点について適切な台詞、声の⼤きさ、態度で確認する

・誤りに対して冷静に事実確認を⾏う ①-7：冷静さを維持し、相⼿のミスを責めることなく事実の確認を⾏う

②
作
業
予
定
・
計
画
⽴
案

★各タスクを指定された納期までに完了させ
るための計画を⽴てる

②-1：タスクの全体把握  ※報告もタスクとして認識しているか

・レポート、社内報原稿：完成形を明確にし
（⽬標の明確化）、指⽰者と共有する

①
指
⽰
受
け

・指⽰を聞く態勢をとる ①-1：直前の⾏動や思考から離れて指⽰を聞くことに注意を向ける

②-6：完成形の明確化 ※完成形のイメージでもよい。

②-7：独⼒で完成形の明確化が難しい場合、指⽰者に相談する

②-8：完成形について共有する

②-2：優先順位づけ
②-3：⼯程の明確化
②-4：時間の⾒積もり
②-5：スケジューリング

・ネガティブな結果を予想したり、ネガティ
ブな状況に直⾯しても冷静さを保つ

③-10：締め切りに間に合わないかもしれないと考えたり、ミスをしたり、計画通り
に進まなかった場合に⽣じる動揺、いら⽴ち、落ち込みなどをコントロールし、平静
を保つ

・急ぎのタスクとして指⽰される「追加作
業」に対応する

③-6：動揺や焦りをコントロールする

③-7：スケジュールを組みなおす（作業予定・計画⽴案★の項を参照）

③-8：進⾏中の作業から追加作業に切り替える

③-1：机上など作業環境を整理された状態に保つ

・定例作業に対応する
③-2：定例作業があることを覚えている
③-3：進⾏中の作業から定例作業に切り替える

・各タスクをミスなく完了させる ③-9：作業中の⾒直しによるミスの発⾒と修正

④
結
果
確
認

・作業の⾒直しをする ④-1：作業終了後、⾒直しを⾏い、ミスを発⾒したら修正する

・進捗状況の確認をする
④-2：スケジュールと作業遂⾏状況を照らし合わせ、計画通りに進んでいるか
を確認する

・作業⽅法、ルールの変更に対応する※
③-11：新しいルールで対応する（対応困難な場合は、下記①②を検証）

③-12：①新しいルールを覚えている
③-13：②古いルールに基づく反応を抑制する

・計画通りに作業を進める
③-4：苦⼿な作業を後回しにせず、適切なタイミングで作業を開始する

③-5：計画外の⾏動を抑制する（例：計画を無視して⾃分のやりたいタスクを
優先する）

③
作
業
実
施

・整理整頓をする

⑤-4：正確に報告を⾏う

⑤
報
告
・
相
談

・指定された期間中または⽇時に進捗報告を
⾏う

⑤-1：報告する情報を体系的に整理する（例：完了/未完了とにタスクを分
類、未完了のタスクは今後の⾒通しをまとめる）

⑤-2：報告のタイミングを覚えている
⑤-3：進⾏中の作業から報告へ⾏動を切り替える

作業管理を妨げる思考

作業管理を阻害する要因
（詳細）

（詳細）

聴覚

睡眠不⾜

（詳細）

感覚特性（感覚刺激への反応）
（詳細）

（詳細）

（詳細）

（詳細）

その他

視覚

ストレス

不安、抑うつ

その他

＋：できていた、−：できなかった、±：できたりできなかったりした、レ：場⾯がなかった

※作業⽅法、ルールの変更に対応する【ストップウォッチの計測（旧：あり、新：なし）】【レベルを進めるルール（旧：３連続正答、新：ミスの修正）】
【物品請求書作成の消費税率（前半：８％、後半：１０％）】【作業⽇報集計（前半：⼩数点第２位を切り上げ、後半：⼩数点以下第２位を四捨五⼊）】
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表４ 行動観察シート（2025） 

 

 

 

 

 

((２２))  ふふりりかかええりりシシーートトのの改改良良  

  ふりかえりシートは、対象者が作業管理課題実施期間終了後に作業管理課題実施中の状

況を思い返しながら作成します。 

今回の改良ではシートを分割し、「対象者が既に習得しているスキルの把握」「作業を完

了するために必要な対処方法の把握」を振り返りしやすくしました。 

なお、ふりかえりシートは、対象者が自身のできていること、今後必要な対処について

検討しやすくなるよう複数シートに分けて作成しますが、自己評価をどのようにつけてよ

いか迷う場合は、無理に自己評価をつける必要はありません。埋められなかった項目は振

返り相談で対象者と支援者が一緒に整理します。以下、各シートについて解説します。 

 

表５ 改良前（実践報告書 No.39）ふりかえりシート

 

作業管理支援【ふりかえりシート】
作業管理課題

令和　　年　　月　　日（　　）
記録者【　　　　　　　　　　　】

※作業方法、ルールの変更に対応する

■その他■

・冷静さを維持し、相手のミスを責めることなく事実の確認を行う

②古いルールに基づく反応を抑制する

・各タスクをミスなく完了させる

・ネガティブな結果を予想したり、ネガティブな状況に直
面しても冷静さを保つ

・締め切りに間に合わないかもしれないと考えたり、ミスをしたり、計画通りに進まな
かった場合に生じる動揺、いら立ち、落ち込みなどをコントロールし、平静を保つ

・新しいルールで対応する（対応困難な場合は、下記①②を検証）

①新しいルールを覚えている

・定例作業があることを覚えている

・計画通りに作業を進める

・急ぎのタスクとして指示される「追加作業」に対応する

・動揺や焦りをコントロールする

・スケジュールを組みなおす（作業予定・計画立案★の項を参照）

・進行中の作業から追加作業に切り替える

・作業方法、ルールの変更に対応する※

・指定された期間中または日時に進捗報告を行う

・報告する情報を体系的に整理する（例：完了/未完了とにタスクを分類、
未完了のタスクは今後の見通しをまとめる）

作業
工程

作業工程ごとに必要な行動 振返りのポイント 振返りメモ

・不明点を質問する ・適切な台詞、声の大きさ、態度で質問する

・自信がない点について確認する ・適切な台詞、声の大きさ、態度で確認する

・指示内容についてメモを取る

・指示を正確に記憶する

・指示を聞きながらメモを取る

①
指
示
受
け

・指示を聞く態勢をとる ・直前の行動や思考から離れて指示を聞くことに注意を向ける

・指示受けに必要な道具を準備する ・素早くメモ、筆記具等を取り出す

・誤りに対して冷静に事実確認を行う

・タスク間の優先度を決める

・目標を達成するうえで効果的な方法や工程を選択する

・各タスク、各工程に必要な作業時間を予測する

・各タスク、各工程に予定を組み込む

・完成形の明確化　※完成形のイメージでもよい。

・苦手な作業を後回しにせず、適切なタイミングで作業を開始する

・独力で完成形の明確化が難しい場合、指示者に相談する

・完成形について共有する

⑤
報
告
・
相
談

②
作
業
予
定
・
計
画
立
案

★各タスクを指定された納期までに完了させるための
計画を立てる

・自分が抱えている全てのタスクを把握する

・レポート、社内報原稿：完成形を明確にし（目標の明
確化）、指示者と共有する

・計画外の行動を抑制する（例：計画を無視して自分のやりたいタスクを優
先する）

・整理整頓をする ・机上など作業環境を整理された状態に保つ

・定例作業に対応する

④
結
果
確
認

・作業の見直しをする ・作業終了後、見直しを行い、ミスを発見したら修正する

・進捗状況の確認をする
・スケジュールと作業遂行状況を照らし合わせ、計画通りに進んでいるか
を確認する

③
作
業
実
施

・作業中の見直しによるミスの発見と修正

・進行中の作業から定例作業に切り替える

強いストレス、不安、抑うつ、睡眠不足、疲労などがあったか

感覚特性が作業管理課題に影響を与えることがあったか

作業管理課題の実施を妨げる思考があったか

自己評価

・正確に報告を行う

【ストップウォッチの計測（旧：あり、新：なし）】【レベルを進めるルール（旧：３連続正答、新：ミスの修正）】
【物品請求書作成の消費税率（前半：８％、後半：１０％）】【作業日報集計（前半：少数点第２位を切り上げ、後半：少数点第２位を四捨五入）】

・報告のタイミングを覚えている

・進行中の作業から報告へ行動を切り替える

＋：できていた、－：できなかった、±：できたりできなかったりした、レ：場面がなかった
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表６ 改良版ふりかえりシート（一部抜粋） 

  

   

    

 

 

 

((３３))  ふふりりかかええりりシシーートト等等のの構構成成  

①①ふふりりかかええりりシシーートト～～全全体体評評価価～～  

「ふりかえりシート～全体評価～」は、各工程での自己評価を記入するシートです。

Excel ファイルへの入力によって、自己評価は「ふりかえりシート～できたことの分析～」

と「ふりかえりシート～対処策の検討～」に自動反映されます。「ふりかえりシート～全体

評価～」で入力した結果を「ふりかえりシート～できたことの分析～」で変更したい場合

は、「ふりかえりシート～できたことの分析～」の該当セルを変更するだけで「ふりかえり

シート～全体評価～」「ふりかえりシート～対処策の検討～」も同時に変更されます。 

 「ふりかえりシート～全体評価～」には、別紙として「ふりかえりシート～考え・体調

～」のシートがあります。このシートは、作業管理課題に取り組んでいる際の対象者の思

考やストレスに感じたこと等の作業遂行を阻害する要因、作業管理課題に取り組んだ感想

を記入できるようにしています。 

 

②②ふふりりかかええりりシシーートト～～ででききたたここととのの分分析析～～  

「ふりかえりシート～全体評価～」の自己評価を「＋」と評価した項目と「±」と評価

した項目を取り上げ、なぜその行動ができたのか、その行動をするためにどのようなこと

が必要なのかを整理します。 

「＋」と評価した項目は、その行動ができた要因を整理することで、対象者が意識せず

とも身についている対処策や強みを把握しやすくなります。 

「±」と評価した項目は、「できたとき」に着目することでできるためにどのような行動

を取るとよいのかを把握しやすくなります。 

 

③③ふふりりかかええりりシシーートト～～対対処処策策のの検検討討～～  

「ふりかえりシート～全体評価～」の自己評価を「－」と評価した項目のみを取り上げ、

今後どのような対処をするとその行動ができそうかを整理します。今後の対処策について

対象者が思いつかない場合には、実践報告書 No.39「発達障害者のワークシステム・サポ

ートプログラム 在職中又は休職中の発達障害者に対する作業管理支援」に掲載されてい

る「作業管理課題において活用した課題への対処方法～ヒント集～」を参考に対象者が試

してみたい、これならできそうだと思えるものから選択します。 

 

アア  ググララフフのの活活用用  

 対象者との振返りを深めるために作業管理課題の取組結果に係る自己評価を視覚化する

グラフがシートとして作成されます。グラフの詳細については表７のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

ふりかえりシート～対処策の検討～
「－（できなかった）」と回答した項目について分析しましょう。
「－（できなかった）」と回答した項目は、今後どのような対処をするとできると思いますか？「作業管理課題において活用した課題への対処方法～ヒント集～」を参考に対策を検討してみましょう。

【記入例】
作業
工程

自己
評価

＋

±

＋

±

－

＋

±

±

作業
工程

自己
評価

アセスメントのポイント （できなかったことは、今後どのようなことをするとできると思うか？）

アセスメントのポイント （できなかったことは、今後どのようなことをするとできると思うか？）

①
指
示
受
け

①-1：直前の行動や思考から離れて、指示を聞くことに集中する

①-2：指示受けに必要なメモ、筆記道具等を素早く取り出す

①-3：指示を正確に記憶する

①-4：指示を聞きながらメモを取る

①-5：指示の不明点について、適切なセリフ、声の大きさ、態度で質問する

①-6：自信がない点について、適切なセリフ、声の大きさ、態度で確認する

①-7：指示者の誤りに対して、冷静さを維持し、相手のミスを責めることなく事実の確認を行う

②-8：レポート、社内報原稿の完成形について指示者と共有する

②-2：作業の優先順位を付ける

②-3：作業の工程を明確にする

②-4：作業にかかる時間の見積もりをする

②-5：作業を完了するためのスケジュールを立てる

②-6：レポート、社内報原稿の完成形を具体的にする　※完成形のイメージでもよい。

②-7：レポート、社内報原稿を独力で完成形を具体的にすることが難しい場合、指示者に相談する

②-8：レポート、社内報原稿の完成形について指示者と共有する

③-9：作業中に見直しをするなどミスの発見と修正を行う

③-10：締め切りに間に合わないかもしれないと考えたり、ミスをしたり、計画通りに進まなかった場合に生じる
動揺、いら立ち、落ち込みなどをコントロールし、平静を保つ

③-11：新しいルール（※1）で対応する

③-12：新しい作業方法、ルール（※1）の変更を覚えている

②-1：報告を含め、タスクの全体を把握する

②
作
業
予
定
・
計
画
立
案

⑤-2：報告のタイミングを覚えている

⑤-3：進行中の作業を一旦止め、報告する

⑤-4：作業の進捗状況、完了した作業・未完了の作業を分けて報告を行う
※未完了の作業は今後の見通しを報告する

③-13：古い作業方法、ルール（※1）を思い出しても新しい作業方法、ルールで作業を続ける

③
作
業
実
施

③-1：机上など作業環境を整理された状態に保つ

③-2：定例作業があることを覚えている

③-3：進行中の作業から定例作業に切り替える

③-4：苦手な作業を後回しにせず、適切なタイミングで作業を開始する

③-5：計画外の行動を思いついても、優先順位を意識して行動する
（例：計画を無視して自分のやりたいタスクを優先する）

③-6：追加作業を指示された時に動揺や焦りをコントロールする

③-7：必要に応じて、スケジュールを組みなおす

③-8：進行中の作業から追加作業に切り替える

※１　作業方法、ルールの変更に対応する
【ストップウォッチの計測（旧：あり、新：なし）】【レベルを進めるルール（旧：３連続正答、新：ミスの修正）】【物品請求書作成の消費税率（前半：８％、後半：１０％）】
【作業日報集計（前半：少数点第２位を切り上げ、後半：少数点第２位を四捨五入）】

②
作
業
予
定
・
計
画
立
案

②-1：報告を含め、タスクの全体を把握する ②-5：タスクとスケジュールの一覧表（ヒント集ｐ６）を使ってスケジュールを立ててみたい。

②-2：作業の優先順位を付ける

②-3：作業の工程を明確にする

②-4：作業にかかる時間の見積もりをする

②-5：作業を完了するためのスケジュールを立てる

②-6：レポート、社内報原稿の完成形を具体的にする　※完成形のイメージでもよい。

②-7：レポート、社内報原稿を独力で完成形の具体的にすることが難しい場合、指示者に相談する

④
結
果
確
認

④-1：作業終了後、見直しを行い、ミスを発見したら修正する

④-2：スケジュールと作業遂行状況を照らし合わせ、計画通りに進んでいるかを確認する

⑤
報
告
・
相
談

⑤-1：報告する情報を体系的に整理する
（例：完了/未完了とにタスクを分類、未完了のタスクは今後の見通しをまとめる）

記入例

作業管理課題お疲れ様でした。
作業管理課題に取り組んでいる間のご自身について振り返ってみましょう。
各作業工程の振返りです。アセスメントのポイントを読み、自己評価を付けてください。

【自己評価】
＋：できた　　±：できたり、できなかったりした　　－：できなかった　　レ：場面がなかった

作業
工程

自己
評価

作業
工程

自己
評価

ふりかえりシート～全体評価～

※１　作業方法、ルールの変更に対応する
【ストップウォッチの計測（旧：あり、新：なし）】【レベルを進めるルール（旧：３連続正答、新：ミスの修正）】
【物品請求書作成の消費税率（前半：８％、後半：１０％）】【作業日報集計（前半：少数点第２位を切り上げ、後半：少数点第２位を四捨五
入）】

②
作
業
予
定
・
計
画
立
案

①
指
示
受
け

③-10：締め切りに間に合わないかもしれないと考えたり、ミスをしたり、計画通りに進まなかった場合に生じる
動揺、いら立ち、落ち込みなどをコントロールし、平静を保つ

⑤-1：報告する情報を体系的に整理する
（例：完了/未完了とにタスクを分類、未完了のタスクは今後の見通しをまとめる）

①-1：直前の行動や思考から離れて、指示を聞くことに集中する

①-2：指示受けに必要なメモ、筆記道具等を素早く取り出す

①-6：自信がない点について、適切なセリフ、声の大きさ、態度で確認する

①-5：指示の不明点について、適切なセリフ、声の大きさ、態度で質問する

①-4：指示を聞きながらメモを取る

①-3：指示を正確に記憶する

②-5：作業を完了するためのスケジュールを立てる

②-4：作業にかかる時間の見積もりをする

②-3：作業の工程を明確にする

②-2：作業の優先順位を付ける

②-1：報告を含め、タスクの全体を把握する

③-2：定例作業があることを覚えている

①-7：指示者の誤りに対して、冷静さを維持し、相手のミスを責めることなく事実の確認を行う

②-8：レポート、社内報原稿の完成形について指示者と共有する

②-7：レポート、社内報原稿を独力で完成形を具体的にすることが難しい場合、指示者に相談する

②-6：レポート、社内報原稿の完成形を具体的にする　※完成形のイメージでもよい。

③-7：必要に応じて、スケジュールを組みなおす

③-6：追加作業を指示された時に動揺や焦りをコントロールする

③-5：計画外の行動を思いついても、優先順位を意識して行動する
（例：計画を無視して自分のやりたいタスクを優先する）

③-4：苦手な作業を後回しにせず、適切なタイミングで作業を開始する

③-3：進行中の作業から定例作業に切り替える

⑤-4：作業の進捗状況、完了した作業・未完了の作業を分けて報告を行う
※未完了の作業は今後の見通しを報告する

⑤
報
告
・
相
談

④
結
果
確
認

③
作
業
実
施

アセスメントのポイント アセスメントのポイント

④-1：作業終了後、見直しを行い、ミスを発見したら修正する

③-13：古い作業方法、ルール（※1）を思い出しても新しい作業方法、ルールで作業を続ける

③-12：新しい作業方法、ルール（※1）の変更を覚えている

③-11：新しいルール（※1）で対応する

⑤-3：進行中の作業を一旦止め、報告する

⑤-2：報告のタイミングを覚えている

④-2：スケジュールと作業遂行状況を照らし合わせ、計画通りに進んでいるかを確認する

③-1：机上など作業環境を整理された状態に保つ

③-9：作業中に見直しをするなどミスの発見と修正を行う

③-8：進行中の作業から追加作業に切り替える

■作業管理課題に取り組んでいる間、どのような考えが浮かびましたか？

作業が終わるように頑張ろう 作業時間がもっと欲しい 課題が多くて、混乱してきた

作業が楽しみだ 思っていたよりも課題を進めることができた 何とかなる気がする

とにかくやるしかない 他の人に作業について質問、または、相談がしたい

課題を終わらせることができそうだ 締切りまでに終わらないかもしれない

■作業管理課題に取り組んでいる間のご自身の体調はいかがでしたか？

睡眠時間は十分に取れていた 疲れを感じていたが、対処はしなかった（または、できなかった）

よく眠れてない日があった 低い程度のストレスを感じていた

疲れは感じていなかった 中程度のストレスを感じていた

疲れは感じたが、適切に対処できた 高程度のストレスを感じていた

■作業管理課題に取り組んだ感想

ふりかえりシート～考え・体調～

（自由記述）

作業管理課題に取り組んでいる間には、様々な考えが浮かんだり、様々な気持ちを感じていたと思います。
ご自身が作業管理課題に取り組んでいる間、どのような考えや気持ちを感じていたのか振り返ってみましょう。

ご自身の考えや気持ちを振返り、該当する箇所に☑を付けてください。該当する箇所がない場合は、自由記述欄に記載してくださ
い。

（自由記述）

ふりかえりシート～できたことの分析～

「＋（できた）」と「±（できたり、できなかったりした）」と回答した項目について分析しましょう。
①「＋（できた）」と評価した項目は、何かしらの対処や工夫をしていたからできたのかもしれません。ご自身がどのような対処をしていたのか分析しましょう。
②「±（できたり、できなかったりした）」と評価した項目は、できたときは、ご自身がどのような対処をしていたのかを分析しましょう。

【記入例】
作業
工程

自己
評価

＋

＋

作業
工程

自己
評価

①
指
示
受
け

（できていたときはどんなことをしていた？何をするとできた？）

①-1：「今日から新しい課題だ！」と前向きな気持ちでいたから。

①-2：指示を聞きに行く前にメモとペンを予め用意していたから。

（できていたときはどんなことをしていた？何をするとできた？）

アセスメントのポイント

①-1：直前の行動や思考から離れて、指示を聞くことに集中する

①-2：指示受けに必要なメモ、筆記道具等を素早く取り出す

アセスメントのポイント

①-1：直前の行動や思考から離れて、指示を聞くことに集中する

①-2：指示受けに必要なメモ、筆記道具等を素早く取り出す

①-3：指示を正確に記憶する

①-4：指示を聞きながらメモを取る

①-5：指示の不明点について、適切なセリフ、声の大きさ、態度で質問する

①-6：自信がない点について、適切なセリフ、声の大きさ、態度で確認する

①-7：指示者の誤りに対して、冷静さを維持し、相手のミスを責めることなく事実の確認を行う

①
指
示
受
け

②
作
業
予
定
・
計
画
立
案

②-1：報告を含め、タスクの全体を把握する

②-2：作業の優先順位を付ける

②-3：作業の工程を明確にする

②-4：作業にかかる時間の見積もりをする

②-5：作業を完了するためのスケジュールを立てる

②-6：レポート、社内報原稿の完成形を具体的にする　※完成形のイメージでもよい。

②-7：レポート、社内報原稿を独力で完成形を具体的にすることが難しい場合、指示者に相談する

②-8：レポート、社内報原稿の完成形について指示者と共有する

③
作
業
実
施

③-1：机上など作業環境を整理された状態に保つ

③-2：定例作業があることを覚えている

③-3：進行中の作業から定例作業に切り替える

③-4：苦手な作業を後回しにせず、適切なタイミングで作業を開始する

③-5：計画外の行動を思いついても、優先順位を意識して行動する
（例：計画を無視して自分のやりたいタスクを優先する）

③-6：追加作業を指示された時に動揺や焦りをコントロールする

③-9：作業中に見直しをするなどミスの発見と修正を行う

③-10：締め切りに間に合わないかもしれないと考えたり、ミスをしたり、計画通りに進まなかった場合に生じる
動揺、いら立ち、落ち込みなどをコントロールし、平静を保つ

③-11：新しいルール（※1）で対応する

③-12：新しい作業方法、ルール（※1）の変更を覚えている

※1　作業方法、ルールの変更に対応する
【ストップウォッチの計測（旧：あり、新：なし）】【レベルを進めるルール（旧：３連続正答、新：ミスの修正）】【物品請求書作成の消費税率（前半：８％、後半：１０％）】
【作業日報集計（前半：少数点第２位を切り上げ、後半：少数点第２位を四捨五入）】

③-13：古い作業方法、ルール（※1）を思い出しても新しい作業方法、ルールで作業を続ける

④
結
果
確
認

④-1：作業終了後、見直しを行い、ミスを発見したら修正する

④-2：スケジュールと作業遂行状況を照らし合わせ、計画通りに進んでいるかを確認する

⑤
報
告
・
相
談

⑤-1：報告する情報を体系的に整理する
（例：完了/未完了とにタスクを分類、未完了のタスクは今後の見通しをまとめる）

⑤-2：報告のタイミングを覚えている

⑤-3：進行中の作業を一旦止め、報告する

⑤-4：作業の進捗状況、完了した作業・未完了の作業を分けて報告を行う
※未完了の作業は今後の見通しを報告する

③-7：必要に応じて、スケジュールを組みなおす

③-8：進行中の作業から追加作業に切り替える

記入例

3232



 

 

 

表６ 改良版ふりかえりシート（一部抜粋） 

  

   

    

 

 

 

((３３))  ふふりりかかええりりシシーートト等等のの構構成成  

①①ふふりりかかええりりシシーートト～～全全体体評評価価～～  

「ふりかえりシート～全体評価～」は、各工程での自己評価を記入するシートです。

Excel ファイルへの入力によって、自己評価は「ふりかえりシート～できたことの分析～」

と「ふりかえりシート～対処策の検討～」に自動反映されます。「ふりかえりシート～全体

評価～」で入力した結果を「ふりかえりシート～できたことの分析～」で変更したい場合

は、「ふりかえりシート～できたことの分析～」の該当セルを変更するだけで「ふりかえり

シート～全体評価～」「ふりかえりシート～対処策の検討～」も同時に変更されます。 

 「ふりかえりシート～全体評価～」には、別紙として「ふりかえりシート～考え・体調

～」のシートがあります。このシートは、作業管理課題に取り組んでいる際の対象者の思

考やストレスに感じたこと等の作業遂行を阻害する要因、作業管理課題に取り組んだ感想

を記入できるようにしています。 

 

②②ふふりりかかええりりシシーートト～～ででききたたここととのの分分析析～～  

「ふりかえりシート～全体評価～」の自己評価を「＋」と評価した項目と「±」と評価

した項目を取り上げ、なぜその行動ができたのか、その行動をするためにどのようなこと

が必要なのかを整理します。 

「＋」と評価した項目は、その行動ができた要因を整理することで、対象者が意識せず

とも身についている対処策や強みを把握しやすくなります。 

「±」と評価した項目は、「できたとき」に着目することでできるためにどのような行動

を取るとよいのかを把握しやすくなります。 

 

③③ふふりりかかええりりシシーートト～～対対処処策策のの検検討討～～  

「ふりかえりシート～全体評価～」の自己評価を「－」と評価した項目のみを取り上げ、

今後どのような対処をするとその行動ができそうかを整理します。今後の対処策について

対象者が思いつかない場合には、実践報告書 No.39「発達障害者のワークシステム・サポ

ートプログラム 在職中又は休職中の発達障害者に対する作業管理支援」に掲載されてい

る「作業管理課題において活用した課題への対処方法～ヒント集～」を参考に対象者が試

してみたい、これならできそうだと思えるものから選択します。 

 

アア  ググララフフのの活活用用  

 対象者との振返りを深めるために作業管理課題の取組結果に係る自己評価を視覚化する

グラフがシートとして作成されます。グラフの詳細については表７のとおりです。 
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表７ 作成されるグラフ 

 第１回グラフ 第２回グラフ 

作成のタイミング 第１回の「 ふりかえりシート～全

体評価～」作成後（自動作成） 

第２回の「ふりかえりシート～全

体評価～」作成後（自動作成） 

グラフの種類 帯グラフ 帯グラフ 

目的 「＋、±、－、レ」評価の視覚化 第１回と第２回の変化の比較 

活用場面 第１回の振返り相談 第２回の振返り相談 

着目するポイント 各 作 業 工 程 にどのくらい「 ＋ 、

±」があるか 

第１回からどの作業工程がどの

ように変化したか 

 

 第１回のグラフは各作業工程に対し、「＋、±、－、レ」の数を作業工程毎に相対値で表

した帯グラフが作成されます。各作業工程の評価が視覚化されることで、対象者が「＋（で

きた）」と評価した作業工程と「±（できたり、できなかったりした）」や「－（できなか

った）」と評価した今後対処が必要と思われる作業工程が分かります。 

 

 

図１ 第 1 回グラフ（作成例） 

 

第２回のグラフは、各作業工程の第１回と第２回の結果を帯グラフで示しています。第

２回は、第１回の結果を踏まえて、対処を検討した上で実施していますので、第１回に比

べてどの作業工程がどのように変化したのかについて着目することが重要です。 

 

 

 

 

図２ 第２回グラフ（作成例） 

 

各グラフはあくまで対象者の自己評価を視覚化したものであることを支援者と対象者が

理解し、実際の作業管理課題の状況や結果を振り返ることが必要です。グラフの活用のポ

イントは「付録 作業管理支援Ｑ＆Ａ集」を参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いずれのグラフも「ふりかえりシート～全体評価～」を入力することでグラフを作成すること

ができます。ただし、「ふりかえりシート～全体評価～」の自己評価がすべて入力されていな

いとグラフは作成されませんので、判断できない項目は空白とせず、とりあえず「レ（場面が

なかった）」を入れてください。 
：＋（できた）

：±（できたり、できなかったりした）

：－（できなかった）

：レ（場面がなかった）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

結果確認/報告・相談

作業実施

作業予定・計画立案

指示受け

第1回 作業管理課題
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表７ 作成されるグラフ 

 第１回グラフ 第２回グラフ 

作成のタイミング 第１回の「 ふりかえりシート～全

体評価～」作成後（自動作成） 

第２回の「ふりかえりシート～全

体評価～」作成後（自動作成） 

グラフの種類 帯グラフ 帯グラフ 

目的 「＋、±、－、レ」評価の視覚化 第１回と第２回の変化の比較 

活用場面 第１回の振返り相談 第２回の振返り相談 

着目するポイント 各 作 業 工 程 にどのくらい「 ＋ 、

±」があるか 

第１回からどの作業工程がどの

ように変化したか 

 

 第１回のグラフは各作業工程に対し、「＋、±、－、レ」の数を作業工程毎に相対値で表

した帯グラフが作成されます。各作業工程の評価が視覚化されることで、対象者が「＋（で

きた）」と評価した作業工程と「±（できたり、できなかったりした）」や「－（できなか

った）」と評価した今後対処が必要と思われる作業工程が分かります。 

 

 

図１ 第 1 回グラフ（作成例） 

 

第２回のグラフは、各作業工程の第１回と第２回の結果を帯グラフで示しています。第

２回は、第１回の結果を踏まえて、対処を検討した上で実施していますので、第１回に比

べてどの作業工程がどのように変化したのかについて着目することが重要です。 

 

 

 

 

図２ 第２回グラフ（作成例） 

 

各グラフはあくまで対象者の自己評価を視覚化したものであることを支援者と対象者が

理解し、実際の作業管理課題の状況や結果を振り返ることが必要です。グラフの活用のポ

イントは「付録 作業管理支援Ｑ＆Ａ集」を参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いずれのグラフも「ふりかえりシート～全体評価～」を入力することでグラフを作成すること

ができます。ただし、「ふりかえりシート～全体評価～」の自己評価がすべて入力されていな

いとグラフは作成されませんので、判断できない項目は空白とせず、とりあえず「レ（場面が

なかった）」を入れてください。 

：＋（できた）

：±（できたり、できなかったりした）

：－（できなかった）

：レ（場面がなかった）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

第2回

第1回

指示受け

0% 20% 40% 60% 80% 100%

第2回

第1回

作業予定・計画立案

0% 20% 40% 60% 80% 100%

第2回

第1回

作業実施

0% 20% 40% 60% 80% 100%

第2回

第1回

結果確認/報告・相談
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４４  振振返返りり相相談談のの効効果果的的なな進進めめ方方  ～～作作業業ススキキルル発発見見ノノーートトのの活活用用をを中中心心にに～～  

 振返り相談は、対象者が「ふりかえりシート」を作成した後に実施します。以下、適用

対象者の拡大にあたって、振返り相談を対象者と進めるために新規に開発したツール「作

業スキル発見ノート」を活用した振返り相談の実施方法などについて解説します。 

 

①①振振返返りり相相談談のの目目的的  

 振返り相談の目的は、①対象者が与えられた作業を完了するために既に習得している自

己対処や強みを把握すること、②与えられた作業を完了するために今後必要な対処方法を

整理、検討することです。 

 

②②振振返返りり相相談談のの進進めめ方方  

振返り相談を進めるにあたっては、課題だけを取り上げないように注意が必要です。 

対象者のできていることや強みを中心に振返り相談が進められるよう「作業スキル発見

ノート」を作成しました。 

「作業スキル発見ノート」は、対象者にふりかえりシート記入後に作成してもらって相

談の際に利用したり、支援者が相談場面で提示し、対象者と支援者で内容を確認しながら

作成することも可能です。以下、「作業スキル発見ノート」の作成の仕方について示してい

ます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

③③作作業業ススキキルル発発見見ノノーートトのの活活用用  

アア  作作業業管管理理課課題題にに取取りり組組んんででいいるる間間のの本本人人のの状状態態  

 作業管理課題は普段の支援とは異なる課題設定になる場合が多く、対象者によっては、

作業管理課題への取組を楽しみに感じたり、不安に感じるなど様々な考えが浮かんでいる

状態で取り組むこともあります。それらの考えによって、作業管理課題に取り組むための

準備を整える対象者もいれば、不安や心配から睡眠や体調などに影響を及ぼすこともある

かもしれません。対象者がどのような状態で作業管理課題に取り組み、どのような力を発

揮して作業管理課題に取り組んでいたのかを確認しましょう。 

 

 

 

  

  

  

１ 

作業管理課題への取り組み、お疲れ様で

した。 

  

  

  これから作業管理課題にどのように取り

組んでいたのか振り返りたいと思います。

まず、ふりかえりシート～考え・体調～から

ご自身がどのような状況で作業管理課題に

取り組んでいたのか教えてください。 

 

 

 

 作業管理課題に取り組んでいた際の、考

えや体調について確認させてください。ま

た、必ずしも前向きな考えではなかったり、

体調が十分でなかった場合、そのような状

況でどのようにして作業管理課題を進める

ことができたのでしょうか。 

※受講者の作業管理課題への取組を労う。 

※ネガティブな考えが浮かんでいた場合は、ネガティブな考えが浮かぶ中で対象者

がどのような力を発揮しながら作業管理課題に取り組んでいたのかを確認する。 

※本人に投げかけ、作業管理課題を進めるために支えになっていたと思われること

があれば、太枠の中に書きこむ。 

※ふりかえりシート～考え・体調～を確認す

る。 
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４４  振振返返りり相相談談のの効効果果的的なな進進めめ方方  ～～作作業業ススキキルル発発見見ノノーートトのの活活用用をを中中心心にに～～  

 振返り相談は、対象者が「ふりかえりシート」を作成した後に実施します。以下、適用

対象者の拡大にあたって、振返り相談を対象者と進めるために新規に開発したツール「作

業スキル発見ノート」を活用した振返り相談の実施方法などについて解説します。 

 

①①振振返返りり相相談談のの目目的的  

 振返り相談の目的は、①対象者が与えられた作業を完了するために既に習得している自

己対処や強みを把握すること、②与えられた作業を完了するために今後必要な対処方法を

整理、検討することです。 
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対象者のできていることや強みを中心に振返り相談が進められるよう「作業スキル発見

ノート」を作成しました。 

「作業スキル発見ノート」は、対象者にふりかえりシート記入後に作成してもらって相

談の際に利用したり、支援者が相談場面で提示し、対象者と支援者で内容を確認しながら

作成することも可能です。以下、「作業スキル発見ノート」の作成の仕方について示してい

ます。 
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状態で取り組むこともあります。それらの考えによって、作業管理課題に取り組むための

準備を整える対象者もいれば、不安や心配から睡眠や体調などに影響を及ぼすこともある

かもしれません。対象者がどのような状態で作業管理課題に取り組み、どのような力を発

揮して作業管理課題に取り組んでいたのかを確認しましょう。 

 

 

 

  

  

  

１ 

作業管理課題への取り組み、お疲れ様で

した。 

  

  

  これから作業管理課題にどのように取り

組んでいたのか振り返りたいと思います。

まず、ふりかえりシート～考え・体調～から

ご自身がどのような状況で作業管理課題に

取り組んでいたのか教えてください。 

 

 

 

 作業管理課題に取り組んでいた際の、考

えや体調について確認させてください。ま

た、必ずしも前向きな考えではなかったり、

体調が十分でなかった場合、そのような状

況でどのようにして作業管理課題を進める

ことができたのでしょうか。 

※受講者の作業管理課題への取組を労う。 

※ネガティブな考えが浮かんでいた場合は、ネガティブな考えが浮かぶ中で対象者

がどのような力を発揮しながら作業管理課題に取り組んでいたのかを確認する。 

※本人に投げかけ、作業管理課題を進めるために支えになっていたと思われること

があれば、太枠の中に書きこむ。 

※ふりかえりシート～考え・体調～を確認す

る。 
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イイ  成成果果のの発発見見  

 「＋（できた）」と評価した項目は、対象者が過去の経験から身につけたスキルや他者を

頼るスキルが含まれていることが多く、強みになりえます。しかし、対象者は無意識に行

っているために自身のスキルや強みに気づきにくいことがあります。できたことの分析で

は、「なぜ、できたのか」を具体的に整理することで対象者が身につけているスキルや他者

を頼るスキルを振り返り、対象者のできていることや何をしたらできたのかを整理します。 

 また、できたことの分析の中で「他者を頼るスキル」について考えてもらうことは、対

象者に「他者を頼ることも自分のスキルの１つ」と理解してもらうことがねらいです。対

象者が事前の振り返りで他者を頼るスキルを把握できていない場合には、事例を提示しな

がら対象者に自身のスキルを検討してもらうと良いでしょう。 

 

 

 

２ 

次に作業管理課題の中で「できた」ことに

ついて振り返ります。 

できたことの中には、作業を完了するた

めに意識しなくてもできる「既に身につい

ている対処や工夫」、作業を完了するための

「他者を頼るスキル」が含まれています。 

ふりかえりシート～できたことの分析～

の「＋（できた）」と評価した中から、既に

身についている対処や工夫を探しましょ

う。 

 

※意 識 しなくてもできることは意 識 的 に

探 さなければ、見 つかりません。「 何 をし

たから」できたのかに注目して探してみま

しょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

次は、「できた」ことの中から他者を頼る

スキルを探しましょう。 

 他者を頼るスキルは、例にあるように相

談する、質問するなどの行動を含みます。作

業を進める中で指示者に質問したり、相談

したことはないでしょうか。 

 

※他者を頼るスキルが見つからない場合

には、作業 を完了するために他者 の力を

頼る選択をしてもよいことを伝えます。 
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イイ  成成果果のの発発見見  

 「＋（できた）」と評価した項目は、対象者が過去の経験から身につけたスキルや他者を
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は、「なぜ、できたのか」を具体的に整理することで対象者が身につけているスキルや他者
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象者に「他者を頼ることも自分のスキルの１つ」と理解してもらうことがねらいです。対

象者が事前の振り返りで他者を頼るスキルを把握できていない場合には、事例を提示しな

がら対象者に自身のスキルを検討してもらうと良いでしょう。 

 

 

 

２ 

次に作業管理課題の中で「できた」ことに

ついて振り返ります。 

できたことの中には、作業を完了するた

めに意識しなくてもできる「既に身につい

ている対処や工夫」、作業を完了するための

「他者を頼るスキル」が含まれています。 

ふりかえりシート～できたことの分析～

の「＋（できた）」と評価した中から、既に

身についている対処や工夫を探しましょ

う。 

 

※意 識 しなくてもできることは意 識 的 に

探 さなければ、見 つかりません。「 何 をし

たから」できたのかに注目して探してみま

しょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

次は、「できた」ことの中から他者を頼る

スキルを探しましょう。 

 他者を頼るスキルは、例にあるように相

談する、質問するなどの行動を含みます。作

業を進める中で指示者に質問したり、相談

したことはないでしょうか。 

 

※他者を頼るスキルが見つからない場合

には、作業 を完了するために他者 の力を

頼る選択をしてもよいことを伝えます。 
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ウウ  伸伸びびししろろのの発発見見  

 「±（できたり、できなかったりした）」と評価した項目は、少しの工夫や環境の調整に

よってできるようになる可能性があります。対象者ができたり、できなかったりした中で、

できていたのはどのようなときか、何をしているときはできたのかを具体的に確認するこ

とが大切です。 

 

 

  

  

  

  

  

  

４ 

次に「ふりかえりシート～できたことの分析～」から「±（できたり、できな

かったりした）」と評価した項目について振り返ります。 

 「±（できたり、できなかったりした）」と評価した項目は、少しの工夫ででき

るに変化する可能性がある項目です。できていたときに何をしていたのか具体的

に整理し、できるに変えるためのヒントを探しましょう。 

※「指示受け」から「報告・相談」までを振り返る。 

 

 

 

エエ  未未来来にに向向けけたたチチャャレレンンジジ  

 「－（できなかった）」と評価した項目は、今後の対処方法を検討するために実施してい

ます。ここで、なぜできなかったのかに着目すると、過去の上手くできなかったことを連

想させ、対象者が具体的な対処方法を検討することは難しくなります。作業スキル発見ノ

ートでは、①役割の認識不足、②知識・スキル不足、③思考・ストレスの影響から要因を

検討してもらいます。できなかった理由には複数の要因が絡んでいる場合もあるため、１

つに絞る必要はありません。 

 

 
 

 

次に「ふりかえりシート～対処策の検討

～」で「－（できなかった）」と評価した項

目について振り返ります。 

 今回の作業管理課題の取組で「－（でき

なかった）」と評価した要因を次の３つか

ら考えましょう。 

①その工程が自分の役割だと知らなかっ

た、役割の認識が不足していたことによる

もの 

②その工程が自分の役割だと分かってい

たが、やり方が分からなかった、経験がな

かった、その工程を行うための知識やスキ

ルが不足していたことによるもの 

③体調や環境など普段と違うことがあり、

対応できなかった、作業管理課題に取り組

んだことで普段と異なる考えが現れた、普 

５ 

段どおりに行動できなかったなどの体調・思考・ストレスの影響によるもの 

 

ふりかえりシート～対処策の検討～の「－（できなかった）」と評価した項目の横

に要因の番号を記入してください。 

 「－（できなかった）」と評価した項目の要因を分析することで、今後の対処方法

が検討しやすくなります。 

※この分析は、今後の対処方法を検討するにあたって、役割の認識が必要なのか、

スキル付 与 や経 験を積 むことで対 応できるようになるのか、体 調や思 考、ストレス

への対処が必要なのかを整理するために設定しています。 
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ウウ  伸伸びびししろろのの発発見見  
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ます。ここで、なぜできなかったのかに着目すると、過去の上手くできなかったことを連
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検討してもらいます。できなかった理由には複数の要因が絡んでいる場合もあるため、１

つに絞る必要はありません。 

 

 
 

 

次に「ふりかえりシート～対処策の検討

～」で「－（できなかった）」と評価した項

目について振り返ります。 

 今回の作業管理課題の取組で「－（でき

なかった）」と評価した要因を次の３つか
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①その工程が自分の役割だと知らなかっ

た、役割の認識が不足していたことによる
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②その工程が自分の役割だと分かってい

たが、やり方が分からなかった、経験がな

かった、その工程を行うための知識やスキ

ルが不足していたことによるもの 

③体調や環境など普段と違うことがあり、

対応できなかった、作業管理課題に取り組

んだことで普段と異なる考えが現れた、普 

５ 

段どおりに行動できなかったなどの体調・思考・ストレスの影響によるもの 

 

ふりかえりシート～対処策の検討～の「－（できなかった）」と評価した項目の横

に要因の番号を記入してください。 

 「－（できなかった）」と評価した項目の要因を分析することで、今後の対処方法

が検討しやすくなります。 

※この分析は、今後の対処方法を検討するにあたって、役割の認識が必要なのか、

スキル付 与 や経 験を積 むことで対 応できるようになるのか、体 調や思 考、ストレス

への対処が必要なのかを整理するために設定しています。 

4141



 

 

 

オオ  今今後後取取りり組組みみたたいいこことと  

 必要な対処の検討は、対象者が今後対処が必要と思う場面を取り上げて検討します。対

処方法は、①自己対処、②他者を頼る、③環境の調整の視点で検討します。自己対処の内

容によっては、②他者を頼ることや③環境を調整することも合わせて実施することで、よ

り自己対処が効果的に働く可能性もあることから、自己対処の視点に偏ることなく、さま

ざまな視点から対処方法を検討することが望ましいでしょう。 

 

 

次に今回の作業管理課題で「±（できた

り、できなかったりした）」、「－（できなか

った）」と評価した項目の中から対処が必

要と思われる場面に対する対処方法を検

討しましょう。 

 対処方法は、自己対処、他者を頼る、環

境調整から考えてみましょう。 

 自己対処は、メモを取る、気持ちを落ち

着けるためにストレスボールを活用する

などの自分でできる方法です。 

 他者を頼るは、上司にメモを確認しても

らう、完成品の見本をもらえないか相談す

るなどの周囲の手助けを得る方法です。 

 環境調整は、周囲の音が気になったら、

ノイズキャンセリングヘッドフォンを使

う、休憩時間は人が少ない場所に行くなど

の環境面を工夫する方法です。 

６ 

※対処方法 の検討では、「自己対処」「他者 を頼る」「環境調整」を明確にすること

が目的ではなく、この 3 つの視点から対処方法を検討することがねらいです。 

 

 

 

 

 

④④22 回回目目のの作作業業管管理理課課題題実実施施後後のの振振返返りり相相談談  

 １回目の作業管理課題の振返りと同様に、今回の取組でできていたことは何か、必要な

対処は何かを整理します。２回目は１回目の結果を基に対処行動を取っていることが多い

ため、１回目と比較して、対処行動を取ったことでできたことは何か、対処行動でどのよ

うなプラスの変化が生じたのかを確認します。確認は、「第２回グラフ」を活用すると１

回目の結果との比較が視覚的に分かりやすくなります。 

 次に対処行動を取った結果、想定していなかった場面で課題が生じていないかを確認し

ます。対処行動を取った結果、新たに課題が生じた場合は、課題に対して対処が必要なの

か、対処が必要な場合は、どのような対処を行うのかを検討します。 

 ２回目の振返りを深めるためには、上記のような内容で振返りが必要です。振返りには、

作業スキル発見ノートを活用しても、しなくても構いません。作業スキル発見ノートの一

部を使うことも可能です。一部を活用する場合は、対象者の状況に応じて判断して構いま

せんが、「５．今後取り組みたいこと」を活用すると振返りが深めやすくなります。 

 ２回目の振返り相談の内容は、ナビゲーションブックや復職時のレポート、報告書など

の材料にもなります。ナビゲーションブックや復職時のレポート、報告書への反映の仕方

は後述の「第３章 ５ 改良版作業管理支援の実施例」に記載します。 

  

  

  

７ 

次に今後対処が必要な場面について検

討しましょう。ここで検討する対処は「±

（できたり、できなかったりした）」、「－

（できなかった）」と評価した項目をすべ

て取り上げる必要はありません。対処が必

要だと思ったものだけを取り上げます。 

 また、対処方法も自己対処、他者を頼る、

環境調整の視点で検討しましょう。 

※対 処 が必 要な場 面が複 数 挙 げられた場合

は、どの対処から取り組むか優先順位を決め

ます。 
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 ２回目の振返り相談の内容は、ナビゲーションブックや復職時のレポート、報告書など
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５５  改改良良版版作作業業管管理理支支援援のの実実施施例例  

  

 発達障害（ADHD,ASD）、女性、30 代 

 求職者 

 障害を開示して就労した経験はなく、これまでは「作業が遅い」と指摘されることが

多かった。 

 自身の特徴の整理と困っていることへの対処方法を検討するためにプログラムを利用。 

 

【自覚していること】 

 スケジュールを立てられない 

 作業スピードが人よりも遅い 

 

 

 Ａさんは就労していた間にマルチタスク作業に対応する経験が何度かあったようですが、

うまく対応できず、失敗経験を重ねていました。フェイズ１では、Ａさんが作業管理課題

に対応するためのスキルをどの程度持っているのか、WSSP のプログラムに参加する中で

表８のとおり確認しました。 

表８ A さんの状況 

項目  詳細  

普段の生活リズム  生活リズムは一定。 

ストレス対処の仕方   ゲームをすることがストレス対処。ストレスが強いと長

時間ゲームをしてしまい、就寝が遅くなることもある。 

 ストレスを感じたときにどのような対処をするとよいの

かは分かっていない。 

コミュニケーションの取り方   分からないことがあれば、すぐに質問・相談ができる。 

作業指示の受け方   指示はメモを取ることが習慣になっている。指示内容

は正確にメモできる。 

作業を進めるまでの段取り  時折、必要な物品を忘れ、作業の途中で取りに行くこ

とがある。 

作業ミスの傾向と対策   作業後に見直しを必ずするためミスは少ない。 

 漢字やアルファベットの間違いには気がつきにくい。 

 

 Ａさんは、就労している間にストレスや疲れを感じても意図的に休憩を

取った経験がなかったため、ストレス対処の効果を実感するために「リラ

クゼーション技能トレーニング」を受講することとしました。受講後は、

プログラムの中で休憩時間を決めて、さまざまなストレス対処の方法を試

し、Ａさんに合った対処方法が見つけられそうでした。 

A さん 事例概要 

フェイズ１ 

 

 

 

 

 

フェイズ１で普段のＡさんの様子や作業への取組状況が把握できたこと、プログラムの

流れを把握できていること、体調が安定していることが確認できた段階でＡさんに作業管

理課題の実施を提案しました。提案にあたっては、Ａさんのマルチタスク作業に対応した

経験の少なさを考慮し、「オリエンテーション資料」を活用し、作業管理課題の必要性や作

業の流れの各項目がどの程度できているかといった自己評価を実施しました。 

 Ａさんのオリエンテーション時点での自己評価は表９のとおりです。 

 

表９ A さんの自覚 

作業工程 自覚 

指示  指示を集中して聞いたり、メモを取るのは自信がない 

作業予定・計画  タスクの把握や作業に必要な時間を予測することはできている 

 苦手と感じる作業があると後回しにすることがある 

 作業スケジュールを自分で立てた経験がない 

作業実施  作業の見直しはいつもできている 

 机を整理整頓しておくことや締切りが近づいても落ち着いて作業

することは苦手 

結果確認  作業の見直しをしているので、ミスの確認やミスの修正はできる 

 自分の作業の進捗と作業スケジュールをすり合わせた経験はない 

指示者に報告・相談  報告はこれまでの仕事でもやっていたので、できる 

 

 Ａさんは、「スケジュールを立てられない」と自覚していましたが、実際には経験が少な

く、自信がないため、「スケジュールを立てられない」と自覚していることが分かりました。

その他、Ａさんからは「改めて振り返るとできていることもあったのだと分かった。マル

チタスクは苦手な作業だけど、今後も必要なことだと思うので、やってみたい」との考え

を聞くことができました。 

 

 Ａさんから作業管理課題の実施について同意を得られた後、スケジュールや作業管理課

題実施期間中のタイムスケジュール、日ごろの作業能率を確認し、「タスクる」を活用し、

作業管理課題を設定しました。作業管理課題の設定後、支援者間で作業管理課題の目的、

作業管理課題にＡさんが取り組んでいる間の対応、評価のポイントを確認しました。打ち

合わせた内容は次のとおりです。 

 

フェイズ２に向けた準備 使用した資料：オリエンテーション資料 
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図３ スタッフ間で打ち合わせしたこと 

 

 

  

 

 

設定した作業管理課題をＡさんに指示し、支援者は複数名で取組状況を行動観察シート

に基づいて確認しています。 

 

 

 また、作業管理課題実施期間中はＡさんの取組状況を支援者間で共有し、できていたこ

とやできなかったことに対する今後の支援を検討します。 

 

 

 フェイズ２における作業管理課題実施期間全体を振り返り、期間中にできていたことや

対処が必要な場面の分析、対処方法の習得に向けた取組について支援者間で共有しました。

支援者間で共有したことは次のとおりです。 

第1回 作業管理課題 打合せ
実施期間：令和○年○⽉○⽇（○）〜○⽉○⽇（○） 計5⽇間

⽬的
・本⼈の作業管理課題の取り組み⽅をアセスメントする
・作業管理課題中の疲労、ストレスへの対処が実⾏できているか確認する

（オリエンテーションの状況）
・「指⽰受け」「作業実施」は⾃信がない。
・他は取り組んでいるが、⾃信はないと考えている。
・作業管理課題は⾃⾝に必要なことと捉えており、意欲的に取り組みたい様⼦。
（アセスメントのポイント）
• ⽀援の中で把握しきれていない「作業予定・計画⽴案」の様⼦を中⼼に確認する。
• 追加指⽰等で焦る様⼦が⾒られた場合、焦って作業が進められない様⼦なら評価は「−」、焦っていても作
業を進められるなら評価は「＋」とする。

• 机上の整理は、メモを取りたいときにメモが⾒つからない場合、評価は「−」。⼀般的に⾒て机上が散ら
かっていても、本⼈が必要なものを出すことができ、資料等を紛失していないなら評価は「＋」。

（実施時の懸念点と対応）
・メモの復唱はしてもらうか？→必須ではない。本⼈の判断に任せ、こちらからは促さない。
・作業中の休憩は促すか？ →オリエンテーションで休憩を取りながら⾏うように伝えているので、促さな

い。ただし、当⽇の睡眠時間や体調によっては休憩を促す。

フェイズ２ 

WSSP では、指示出しをしている支援者以外の支援者が、指示出しのときの本人の様子を

記録するなど分担して観察をしています。また、評価基準を決めていても、実際の行動から判

断に悩む場合には打合せの際に相談して評価を決めることもあります。 

フェイズ２終了後 

使用した資料：行動観察シート（2025）  

 

 

 

 指示内容のメモを取れていた 

 社内報原稿作成は経験のない作業だったようで、不安を口にしていたが、取り掛かる

ことができた 

 作業スケジュールを立てずに締切りの早い作業から開始していたが、追加指示を受け

たことで焦りが強くなっている様子が見られた 

 締切りまでに作業が間に合わないことが分かると自発的に報告ができた 

 

支援者間で共有したことを踏まえ、Ａさんとの振返り相談を実施することとしました。 

 

 

 

 「作業スキル発見ノート」を活用し、Ａさんとの振返り相談を行いました。Ａさんには

「ふりかえりシート」で作成したグラフを提示し、作業工程毎の「＋、±、－、レ」の分

布を確認しながら、作業管理課題について振り返りました。Ａさんの「ふりかえりシート」

から作成したグラフは図４のとおりです。 

 

 

図４ A さんの１回目の作業管理課題のグラフ 

 

 Ａさんのグラフから「指示受け」「作業実施」「結果確認/報告・相談」は「＋（できてい

た）」と「±（できたり、できなかったりした）」の評価が多いことがわかりました。一方

で、「作業予定・計画立案」は「－（できなかった）」や「レ（場面がなかった）」の評価が

多くなっていました。Ａさんはグラフを見て「やっぱり計画を立てることは苦手。」と話し

ていました。グラフの結果だけでＡさんの強みやできていることが把握できるものではな

振返り相談 

使用した資料：改良版ふりかえりシート 

作業スキル発見ノート 
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図３ スタッフ間で打ち合わせしたこと 
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・「指⽰受け」「作業実施」は⾃信がない。
・他は取り組んでいるが、⾃信はないと考えている。
・作業管理課題は⾃⾝に必要なことと捉えており、意欲的に取り組みたい様⼦。
（アセスメントのポイント）
• ⽀援の中で把握しきれていない「作業予定・計画⽴案」の様⼦を中⼼に確認する。
• 追加指⽰等で焦る様⼦が⾒られた場合、焦って作業が進められない様⼦なら評価は「−」、焦っていても作
業を進められるなら評価は「＋」とする。

• 机上の整理は、メモを取りたいときにメモが⾒つからない場合、評価は「−」。⼀般的に⾒て机上が散ら
かっていても、本⼈が必要なものを出すことができ、資料等を紛失していないなら評価は「＋」。

（実施時の懸念点と対応）
・メモの復唱はしてもらうか？→必須ではない。本⼈の判断に任せ、こちらからは促さない。
・作業中の休憩は促すか？ →オリエンテーションで休憩を取りながら⾏うように伝えているので、促さな

い。ただし、当⽇の睡眠時間や体調によっては休憩を促す。

フェイズ２ 

WSSP では、指示出しをしている支援者以外の支援者が、指示出しのときの本人の様子を

記録するなど分担して観察をしています。また、評価基準を決めていても、実際の行動から判

断に悩む場合には打合せの際に相談して評価を決めることもあります。 

フェイズ２終了後 

使用した資料：行動観察シート（2025）  

 

 

 

 指示内容のメモを取れていた 

 社内報原稿作成は経験のない作業だったようで、不安を口にしていたが、取り掛かる

ことができた 

 作業スケジュールを立てずに締切りの早い作業から開始していたが、追加指示を受け

たことで焦りが強くなっている様子が見られた 

 締切りまでに作業が間に合わないことが分かると自発的に報告ができた 

 

支援者間で共有したことを踏まえ、Ａさんとの振返り相談を実施することとしました。 

 

 

 

 「作業スキル発見ノート」を活用し、Ａさんとの振返り相談を行いました。Ａさんには

「ふりかえりシート」で作成したグラフを提示し、作業工程毎の「＋、±、－、レ」の分

布を確認しながら、作業管理課題について振り返りました。Ａさんの「ふりかえりシート」

から作成したグラフは図４のとおりです。 

 

 

図４ A さんの１回目の作業管理課題のグラフ 

 

 Ａさんのグラフから「指示受け」「作業実施」「結果確認/報告・相談」は「＋（できてい

た）」と「±（できたり、できなかったりした）」の評価が多いことがわかりました。一方

で、「作業予定・計画立案」は「－（できなかった）」や「レ（場面がなかった）」の評価が

多くなっていました。Ａさんはグラフを見て「やっぱり計画を立てることは苦手。」と話し

ていました。グラフの結果だけでＡさんの強みやできていることが把握できるものではな

振返り相談 

使用した資料：改良版ふりかえりシート 

作業スキル発見ノート 

：＋（できた）

：±（できたり、できなかったりした）

：－（できなかった）

：レ（場面がなかった）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

結果確認/報告・相談

作業実施

作業予定・計画立案

指示受け

第1回 作業管理課題
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いことを説明し、実際に作業管理課題にどのように取り組んでいたのか確認しました。作

業管理課題の取組結果およびＡさんの気づきは図５のとおりです。 

 

 

 
図５ 第１回作業管理課題の取組結果および A さんの気づき  

 

振返り相談の中で、できたことや、なぜできたかに着目して振り返ってもらうと、焦っ

ていなかったり、不安に感じていないときはできていたことが確認できました。また、経

験が少ないためにできなかったことも多いことに気がつくことができました。今後の取組

を検討する際には、焦りや不安を生じにくくするためにはどのような対処があるとよいか

 

 

 

という視点から考えることができ、実際に取り組んでみたいことを複数検討することがで

きました。また、「経験が少なかったからできなかったこともある」と考えたことで、「練

習したらできるかもしれない」と前向きな姿勢も見られました。今後取り組みたいことは

優先順位に従って、プログラムの中で練習できる環境や課題を設定し、２回目の作業管理

課題に向けて準備をしました。 

 

 

 

 

Ａさんが今後取り組みたいことにあげた対処方法の習得状況を確認したうえで、第２回

作業管理課題の実施時期と作業管理課題を設定します。今回のケースは、スケジュールを

立てることや不安や焦りが生じた時の対処、自身が作成したメモを相手に確認してもらう

ことが作業管理課題中に適切なタイミングで実施できるか確認することを目的にしました。

作業管理課題を構成するタスクは前回同様、Ａさんの作業能率に加え、スケジュールを立

てる時間を含めて設定し、期間中に完了できる作業量としています。 

 

 

 作業管理課題実施期間全体を振り返り、期間中にできていたことや対処が必要な場面の

分析、対処方法の習得に向けた取組について支援者間で共有します。支援者間で共有した

ことは次のとおりです。 

 

 指示内容のメモを指示者に見せながら、指示内容を復唱することができた 

 付箋を活用し、スケジュールを立てていた 

 定例作業を忘れないようにバイブレーションタイマーを使用していた 

 進捗報告を忘れ、支援者から声をかけられた 

 

 

 

 Ａさんには「ふりかえりシート」で作成したグラフを提示し、１回目の作業管理課題に

比べて２回目の作業管理課題で実施した対処策の効果を確認しながら、作業管理課題につ

本人の取り組みたい内容をプログラムの中で設定できない場合は、第２回の作業管理課題や

日常生活の中で同様の場面を作れないか検討します。その他、実際の場面で支援者から「今

が対処する場面ですよ」と声をかけ、練習の機会を逃さないように注意します。 

フェイズ３ 

フェイズ３に向けた準備 

フェイズ３終了後 

振返り相談 

使用した資料：改良版ふりかえりシート 

作業スキル発見ノート 

結果

本⼈の気づき

【できていること】
・作業の注意点は付箋を付けることで忘れずに対応できる
・指⽰をメモし、復唱することで正確に指⽰を把握できる
・作業の進捗を報告できれば、作業のスケジュールを⽴てられる
・経験の少ない作業であっても、⾒本などももらえないか依頼することで、作業を完了することができる
※いずれも焦りや不安、疲れがないとき

第1回 作業管理課題 取組結果

詳細結果課題
〇タスクA（定例作業）
○タスクB

指⽰者のイメージしている完成度合いに達していなかった×タスクC
○タスクD
○タスクE
○タスクF

⼀部の作業を実施していない×追加作業

第1回 作業管理課題 取組結果

本⼈の気づき

【今後の取り組みたいこと】

取り組む
優先順位

環境調整他者を頼る⾃⼰対処対処が必要な場⾯

①• ふせんをどこに貼った
ら良いか悩んだ時には
相談する

• カレンダーに
ふせんを貼っ
て、スケ
ジュールを⽴
てる

作業のスケジュールを
⽴てる

③• 重いひざ掛けを
使って気持ちを落
ち着かせる

• 作業の進捗状況を報告
し、作業の進め⽅につ
いて助⾔をもらう

不安や焦りが⽣じた時

②• 書いたメモを確認して
もらう

指⽰を聞きながらメモ
を取る

・プログラムの中で実践し、習得できたところで、第2回 作業管理課題を実施する。
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いことを説明し、実際に作業管理課題にどのように取り組んでいたのか確認しました。作
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課題に向けて準備をしました。 

 

 

 

 

Ａさんが今後取り組みたいことにあげた対処方法の習得状況を確認したうえで、第２回

作業管理課題の実施時期と作業管理課題を設定します。今回のケースは、スケジュールを

立てることや不安や焦りが生じた時の対処、自身が作成したメモを相手に確認してもらう

ことが作業管理課題中に適切なタイミングで実施できるか確認することを目的にしました。

作業管理課題を構成するタスクは前回同様、Ａさんの作業能率に加え、スケジュールを立

てる時間を含めて設定し、期間中に完了できる作業量としています。 

 

 

 作業管理課題実施期間全体を振り返り、期間中にできていたことや対処が必要な場面の

分析、対処方法の習得に向けた取組について支援者間で共有します。支援者間で共有した

ことは次のとおりです。 

 

 指示内容のメモを指示者に見せながら、指示内容を復唱することができた 

 付箋を活用し、スケジュールを立てていた 

 定例作業を忘れないようにバイブレーションタイマーを使用していた 

 進捗報告を忘れ、支援者から声をかけられた 

 

 

 

 Ａさんには「ふりかえりシート」で作成したグラフを提示し、１回目の作業管理課題に

比べて２回目の作業管理課題で実施した対処策の効果を確認しながら、作業管理課題につ

本人の取り組みたい内容をプログラムの中で設定できない場合は、第２回の作業管理課題や

日常生活の中で同様の場面を作れないか検討します。その他、実際の場面で支援者から「今

が対処する場面ですよ」と声をかけ、練習の機会を逃さないように注意します。 

フェイズ３ 

フェイズ３に向けた準備 

フェイズ３終了後 

振返り相談 

使用した資料：改良版ふりかえりシート 

作業スキル発見ノート 
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いて振り返りました。Ａさんの「ふりかえりシート」から作成したグラフは図６のとおり

です。 

 

 

図６ A さんの２回目の作業管理課題のグラフ 

  

Ａさんのグラフから２回目の作業管理課題では、すべての項目で「＋（できた）」や「±

（できたり、できなかったりした）」が増えていることがわかりました。Ａさんもグラフを

見て「１回目よりもできることが増えました。嬉しいです。」と話しており、自身の取組結

果を喜んでいました。２回目の作業管理課題で行った対処方法の効果を確認するため、実

際に作業管理課題にどのように取り組んでいたのか確認しました。２回目の作業管理課題

の取組結果およびＡさんの気づきは図７のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

図７ 第２回作業管理課題の取組結果および A さんの気づき 

 

２回目の作業管理課題は、今後取り組みたいことであげていた対処を活かしながら作業

に取り組むことができ、指示されたすべてのタスクを完了することができました。２回の

作業管理課題を振り返り、「１回目の作業管理課題よりもできることが増えて嬉しかった。

今までは、少しでもできないかもと思うと、できないと言ってしまうこともあったけど、

練習するとできることが分かった」と振り返っています。また、２回の作業管理課題の取

組を振り返り、今後どのような場面で対処が必要で、どのような行動を取ることができる

とよいのかも整理することができました。 

 

：＋（できた）

：±（できたり、できなかったりした）

：－（できなかった）

：レ（場面がなかった）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

第2回

第1回

指示受け

0% 20% 40% 60% 80% 100%

第2回

第1回

作業予定・計画立案

0% 20% 40% 60% 80% 100%

第2回

第1回

作業実施

0% 20% 40% 60% 80% 100%

第2回

第1回

結果確認/報告・相談
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図７ 第２回作業管理課題の取組結果および A さんの気づき 

 

２回目の作業管理課題は、今後取り組みたいことであげていた対処を活かしながら作業

に取り組むことができ、指示されたすべてのタスクを完了することができました。２回の

作業管理課題を振り返り、「１回目の作業管理課題よりもできることが増えて嬉しかった。

今までは、少しでもできないかもと思うと、できないと言ってしまうこともあったけど、

練習するとできることが分かった」と振り返っています。また、２回の作業管理課題の取

組を振り返り、今後どのような場面で対処が必要で、どのような行動を取ることができる

とよいのかも整理することができました。 

 

第1回 作業管理課題 取組結果

本⼈の気づき

【ナビゲーションブックに記載すること】

環境調整他者を頼る⾃⼰対処対処が必要な場⾯

• 書いたメモを確認して
もらう

• 指⽰はメモを
取る

指⽰を聞きながらメモ
を取る

• 重いひざ掛けを
使って気持ちを落
ち着かせる

• 作業の進捗状況を報告
し、作業の進め⽅につ
いて助⾔をもらう

作業の進捗に不安や焦
りが⽣じた時

強み・セールスポイント
• ふせんやカレンダーを⽤いることでスケジュール管理ができる
• 休憩時間にストレスや疲れを軽減することができる

結果

本⼈の気づき

・⾃信がなかったり、難しそうと思うと「できない」と思いやすいが、練習すれば「できる」ことが多い
・焦るとうまくいかないことが分かっていたので、落ち着くために重いひざ掛けや休憩は効果があった
・ふせんを使ってスケジュールを⽴てると焦りが軽減できた

第2回 作業管理課題 取組結果

詳細結果課題
〇タスクA（定例作業）
○タスクB
○タスクD
○タスクE
○タスクF
○追加作業
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 作業管理課題の結果を踏まえ、ナビゲーションブックの作成を行いました。ナビゲーシ

ョンブックの作成には、第１回と第２回の作業管理課題の振返り相談や作業スキル発見ノ

ートの「未来に向けたチャレンジ」のページを参考にしました。ナビゲーションブック作

成では、これまでのうまくできなかった経験が思い出され、苦手なことが多数挙げられま

した。改めてＡさんには「作業管理課題でも１回目でできなかったことは経験が不足して

いることが要因でできていなかったが、練習することでできるようになった」ことを伝え、

過去のうまくできなかったことは経験がなかったためにできなかったこともあるのではな

いか、という視点で整理しました。整理することで過去にできなかったことも現在は適切

な対処により、対応できることも増えてきたことを確認しました。当初挙げていた苦手な

ことは苦手なこととして残りましたが、どのように対処すると対応できるのか分かりまし

た。 

Ａさんが作成したナビゲーションブックは図８のとおりです。 

 

ナビゲーションブック 

 

 

 

 
図８ ナビゲーションブック（一部抜粋） 
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た。 

Ａさんが作成したナビゲーションブックは図８のとおりです。 

 

ナビゲーションブック 

 

 

 

 
図８ ナビゲーションブック（一部抜粋） 
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ナビゲーションブック
〇月 〇日作成

1. 強み、セールスポイントについて
• ふせんやカレンダーを用いることでスケジュール管
理ができる。

• 休憩時間にストレスや疲れを軽減することができる。

2. 苦手なことについて
 指示を受けるときにメモを書き間違えることがあり
ます。

（対策）
• 書いたメモを確認してもらいたいです。

 作業の進捗に不安や焦りを感じることがあります。
（対策）
• 作業の進捗状況について相談させてもらいたいです。
• 不安や焦りを落ち着かせるために重いひざ掛けを
使っています。

3. 配慮をお願いしたいこと
• 何度か経験することでできるようになります。作業
を習得できるようになるまでは、1つの作業から始
めたいです。
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作業管理支援の柔軟な実施方法 

    

5454


